






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 3 4 5 6 7 8








すいとん 〇 〇 〇 〇
パン 〇 〇 〇
食パン(ぬかやふすまのまじった、真っ黒な、
ガサガサしたパンを揚げた）、雑穀入りパン
麺 〇 〇 〇 うどん、短麺、そうめん
団子 〇

















お菓子 〇 ○ ○
ビスケット、乾パン、コンペイ糖、飴、煎
餅
汁物 〇 〇 〇 味噌汁、団子汁、吸い物
さとうきび 〇
心太 〇
豆 〇 〇 そら豆、大豆、おから、きなこ
１：三重県 ２：愛知県 ３：兵庫県 ４：岡山県





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カード類 〇 〇 イロハかるた、トランプ、百人一首、花札
缶 〇 〇 缶ポックリ、缶蹴り
読書 〇 絵本、文学全集、偉人伝、雑誌












コマ 〇 〇 〇
紙鉄砲 〇










※１：三重県 ２：愛知県 ３：福島県 ４：大阪府 ５：神奈川県 ６：兵庫県
出典：菅・田畑(1985)を参考に作成
注：県をまたいで疎開したり引っ越したりしていた人がいたが主に住んでいた県を挙げることとする。
表 2 遊びの種類
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
水
雷
艦
長
と
は
︑
軍
艦
の
特
性
を
鬼
ご
っ
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
に
当
て
は
め
た
遊
び
で
あ
る
︵
62
︶
︒
こ
の
遊
び
も
軍
艦
を
基
に
し
た
遊
び
な
の
で
戦
争
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
︒
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
戦
争
ご
っ
こ
や
騎
馬
戦
と
い
っ
た
戦
争
の
意
欲
を
掻
き
立
て
る
よ
う
な
遊
び
が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
︒
戦
前
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
︑
戦
争
ご
っ
こ
は
戦
争
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
︑
小
学
校
や
国
民
学
校
の
重
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
奨
励
さ
れ
て
い
た
︒
こ
の
戦
争
ご
っ
こ
を
通
じ
て
児
童
に
戦
争
を
疑
似
体
験
さ
せ
︑
戦
局
を
よ
り
深
く
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
た
︵
63
︶
︒
子
ど
も
や
教
育
に
ま
で
戦
争
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
の
よ
う
に
遊
び
の
内
容
そ
の
も
の
が
戦
争
の
意
欲
を
駆
り
立
て
て
い
る
と
捉
え
る
︒
遊
び
に
関
し
て
も
戦
争
が
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
︒
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
は
戦
争
と
結
び
つ
い
て
い
る
︒
戦
争
ご
っ
こ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
戦
争
を
子
ど
も
た
ち
な
り
に
捉
え
直
し
て
再
経
験
し
て
い
る
︵
64
︶
︒
世
の
中
の
風
潮
が
遊
び
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
・
遊
び
道
具
が
な
か
っ
た
太
平
洋
戦
争
中
は
遊
び
道
具
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
︒
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
中
で
も
道
具
は
な
か
っ
た
と
い
う
話
が
多
く
で
て
き
た
︒
Ａ
さ
ん
は
今
の
よ
う
に
遊
び
道
具
も
全
く
な
い
の
で
自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
て
︑
道
具
を
使
わ
な
い
遊
び
が
主
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
た
︵
65
︶
︒
Ｂ
さ
ん
も
遊
び
道
具
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
︵
66
︶
︒
Ｃ
さ
ん
も
お
も
ち
ゃ
は
な
く
︑
自
分
ら
で
作
ら
な
い
と
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
た
︵
67
︶
︒
Ｅ
さ
ん
も
お
も
ち
ゃ
を
作
る
資
材
が
全
部
戦
争
の
方
に
流
れ
込
み
︑
戦
争
中
は
遊
ぶ
た
め
の
道
具
が
な
か
っ
た
︒
遊
ぶ
と
い
っ
て
も
手
作
り
で
︑
例
え
ば
︑
竹
の
筒
で
紙
を
詰
め
込
ん
で
中
へ
入
れ
て
空
気
が
圧
縮
さ
れ
て
ス
ポ
ー
ン
っ
て
飛
ん
で
い
く
紙
鉄
砲
で
遊
ん
で
い
た
と
述
べ
て
い
た
︵
68
︶
︒
こ
の
よ
う
に
︑
遊
び
道
具
が
な
か
っ
た
た
め
︑
紙
鉄
砲
な
ど
自
分
た
ち
で
手
作
り
し
て
遊
ん
だ
り
︑
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
り
し
て
い
た
︒
遊
び
道
具
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
背
景
に
は
金
属
供
出
が
あ
る
と
考
え
る
︒
金
属
や
ゴ
ム
は
統
制
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
︑
金
属
供
出
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
戦
争
の
武
器
を
作
る
た
め
に
金
属
類
は
供
出
さ
れ
た
︒
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ア
ル
マ
イ
ト
玩
具
の
製
造
が
禁
止
さ
れ
︑
玩
具
の
材
料
は
木
・
紙
・
布
帛
・
竹
・
土
な
ど
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︵
69
︶
︒
そ
の
た
め
︑
玩
具
は
少
な
く
︑手
作
り
で
作
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
︒
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
す
る
中
で
も
金
属
を
供
出
し
た
話
が
出
て
き
た
︒
Ａ
さ
ん
は
︑
金
属
類
は
み
ん
な
供
出
と
言
っ
て
国
へ
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
く
︑
お
寺
の
鐘
や
家
の
窯
や
鍋
も
供
出
し
て
家
に
は
金
属
類
は
な
か
っ
た
︒
金
属
類
は
ほ
ん
と
に
小
さ
い
も
の
か
ら
全
て
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
か
ら
母
親
の
指
輪
も
出
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
︒
と
述
べ
て
い
た
︵
70
︶
︒
日
本
で
は
鉄
が
不
足
し
て
︑
家
庭
に
は
最
低
限
の
も
の
を
残
し
て
︑
汁
を
つ
く
る
鍋
︑
ご
は
ん
を
炊
く
釜
︑
火
鉢
な
ど
の
金
属
が
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
― 73 ―
押
収
さ
れ
︑
お
寺
や
神
社
の
鐘
も
持
っ
て
い
か
れ
て
︑
近
所
の
橋
の
鉄
の
欄
干
が
な
く
な
っ
た
記
憶
が
あ
る
︵
71
︶
︒
一
九
四
三
年
︵
昭
和
十
八
︶
に
は
企
業
中
心
で
あ
っ
た
金
属
回
収
も
︑
一
九
四
四
︵
昭
和
十
九
︶
年
に
は
再
び
﹁
決
戦
回
収
﹂
と
し
て
家
庭
に
も
呼
び
か
け
ら
れ
た
︒
鉄
銅
以
外
の
各
種
金
属
に
つ
い
て
も
一
九
四
二
︵
昭
和
十
七
︶
年
十
二
月
に
は
ニ
ッ
ケ
ル
貨
の
回
収
が
実
施
さ
れ
︑
そ
の
際
に
引
換
え
た
ア
ル
ミ
貨
も
航
空
機
の
増
産
を
背
景
に
一
九
四
五
︵
昭
和
二
十
︶
年
一
月
に
は
回
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︵
72
︶
︒
つ
ま
り
︑
金
属
類
は
戦
争
の
た
め
に
供
出
さ
れ
て
い
た
︒
お
も
ち
ゃ
を
作
る
材
料
が
不
足
し
て
い
て
お
も
ち
ゃ
が
あ
ま
り
出
回
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
︑
自
分
で
作
っ
て
遊
ぶ
な
ど
し
て
工
夫
し
な
が
ら
遊
ん
で
い
た
︒
・
集
団
遊
び
遊
び
の
特
徴
を
見
て
き
た
が
︑
次
に
そ
の
遊
び
は
誰
と
し
て
い
た
の
か
に
注
目
し
て
み
る
︒
す
る
と
︑
多
く
の
人
は
複
数
人
で
遊
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
中
で
遊
び
は
誰
と
し
て
い
た
か
と
聞
く
と
︑
Ａ
さ
ん
は
兄
弟
や
周
り
の
子
と
遊
ん
で
い
て
︑
特
に
兄
弟
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
︵
73
︶
︒
Ｂ
さ
ん
は
学
校
友
達
と
遊
ん
で
い
た
︵
74
︶
︒
Ｃ
さ
ん
は
近
所
の
人
達
と
遊
ん
で
い
た
︵
75
︶
︒
Ｄ
さ
ん
は
二
十
人
前
後
が
集
ま
っ
て
紙
芝
居
を
聞
い
て
い
た
︵
76
︶
︒
Ｅ
さ
ん
は
兄
弟
や
友
達
同
士
で
遊
ん
で
い
た
︵
77
︶
︒
こ
の
よ
う
に
︑
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
中
で
も
一
人
で
遊
ぶ
よ
り
か
は
誰
か
と
遊
ん
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
︒
戦
時
中
の
遊
び
は
今
の
遊
び
と
は
違
っ
た
特
徴
が
あ
り
︑
そ
の
一
つ
に
遊
び
の
中
で
仲
間
意
識
が
強
く
働
い
て
い
た
︵
78
︶
︒
つ
ま
り
︑
戦
時
下
で
の
遊
び
は
集
団
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
︒
・
遊
び
の
意
味
合
い
遊
び
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
︑
そ
も
そ
も
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
は
人
々
に
と
っ
て
純
粋
に
楽
し
く
︑
幸
せ
な
ひ
と
時
で
あ
っ
た
と
考
え
る
︒
し
か
し
︑
太
平
洋
戦
争
中
の
遊
び
は
他
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
︒
そ
れ
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
︒
一
つ
目
は
怖
さ
を
紛
ら
わ
す
部
分
で
あ
る
︒
戦
争
中
は
空
襲
や
機
関
銃
な
ど
が
あ
り
常
に
命
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
︑
恐
怖
と
も
隣
り
合
わ
せ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
太
平
洋
戦
争
中
は
空
襲
が
あ
っ
た
り
敵
機
が
低
空
飛
行
で
攻
撃
し
て
き
た
り
と
命
の
危
機
や
恐
怖
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
︒
Ｅ
さ
ん
は
︑
夜
中
に
空
襲
が
あ
っ
て
起
こ
さ
れ
て
防
空
壕
に
入
る
と
い
う
生
活
が
続
い
て
夜
寝
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
辛
く
︑
精
神
的
に
ま
い
っ
た
︒
疎
開
し
た
先
で
は
︑
機
銃
掃
射
が
あ
っ
て
︑
ど
こ
か
ら
飛
ん
で
く
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
が
怖
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
︵
79
︶
︒
い
つ
ど
こ
か
ら
敵
機
が
飛
ん
で
く
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
常
に
恐
怖
が
あ
っ
た
︒
Ａ
さ
ん
は
戦
争
で
今
も
覚
え
て
い
る
の
は
毎
日
の
生
活
で
︑﹁
空
襲
～
﹂
っ
て
言
う
と
逃
げ
て
親
戚
の
小
屋
の
中
に
穴
を
掘
っ
て
そ
の
中
︵
防
空
壕
︶
へ
逃
げ
込
ん
だ
覚
え
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
︵
80
︶
︒
小
さ
か
っ
た
頃
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
ほ
ど
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
― 74―
あ
る
︒
Ｃ
さ
ん
は
機
銃
掃
射
に
遭
遇
し
て
防
空
壕
へ
入
っ
て
︑
の
ぞ
い
た
ら
怖
い
の
で
の
ぞ
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
︒
操
縦
し
て
い
る
敵
の
顔
が
見
え
た
︒
そ
れ
で
︑
警
戒
警
報
が
鳴
っ
て
大
急
ぎ
で
防
空
頭
巾
を
被
っ
て
溝
に
入
っ
て
目
立
た
な
い
よ
う
に
近
く
に
あ
る
草
を
被
せ
て
い
た
︒
怖
か
っ
た
︵
81
︶
︒
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
太
平
洋
戦
争
中
は
空
襲
や
機
銃
掃
射
が
あ
り
常
に
恐
怖
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
遊
ん
で
い
る
間
は
そ
う
い
っ
た
恐
怖
と
向
き
合
わ
な
く
て
済
む
の
で
は
な
い
か
︒
恐
怖
を
忘
れ
て
い
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
二
つ
目
は
空
腹
を
紛
ら
わ
す
部
分
で
あ
る
︒
十
分
な
食
事
が
と
れ
ず
︑
空
腹
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
︑
遊
ぶ
こ
と
で
空
腹
を
紛
ら
わ
せ
て
い
た
と
考
え
る
︒
遊
ぶ
こ
と
で
自
然
と
空
腹
を
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
を
子
ど
も
達
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
が
︑
遊
び
は
恐
怖
や
空
腹
か
ら
逃
れ
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
戦
争
と
い
う
怖
く
苦
し
い
中
で
も
遊
ぶ
こ
と
で
人
々
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
見
つ
け
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
戦
時
下
で
の
遊
び
と
い
う
の
は
人
々
に
と
っ
て
あ
る
意
味
一
つ
の
生
き
が
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
４
食
事
と
遊
び
の
関
係
と
暮
ら
し
の
結
び
つ
き
こ
れ
ま
で
太
平
洋
戦
争
中
の
食
事
と
遊
び
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
戦
争
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る
本
を
基
に
論
じ
て
き
た
︒
そ
の
中
で
︑食
事
と
遊
び
は
関
係
性
が
あ
っ
た
と
考
え
る
︒
理
由
は
︑
遊
び
の
中
で
野
草
採
り
︑
魚
と
り
︑
虫
取
り
が
あ
る
が
︑
そ
の
と
っ
た
も
の
を
食
べ
て
過
ご
し
て
い
た
方
が
い
た
た
め
で
あ
っ
た
︒
Ａ
さ
ん
は
木
の
実
を
採
っ
て
み
た
り
そ
の
辺
に
生
え
て
い
る
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
と
び
つ
い
て
そ
れ
を
と
っ
て
食
べ
て
い
た
り
し
て
い
た
︒
ま
た
︑
冬
に
な
る
と
氷
柱
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
て
そ
れ
を
か
じ
っ
て
い
た
︒
お
や
つ
が
な
か
っ
た
の
で
野
イ
チ
ゴ
や
桑
の
実
や
ス
イ
バ
を
採
り
に
行
っ
て
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
た
︵
82
︶
︒
Ｂ
さ
ん
は
川
で
魚
を
捕
っ
た
り
山
へ
行
っ
て
き
の
こ
を
採
っ
た
り
し
て
い
た
︒
遊
び
と
い
う
よ
り
も
そ
う
い
う
暮
ら
し
を
し
て
い
た
︵
83
︶
︒
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
遊
び
が
直
接
的
に
食
事
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
食
料
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
︑
食
料
を
調
達
す
る
こ
と
が
遊
び
に
な
っ
て
い
た
と
捉
え
る
︒
ま
た
︑
食
料
不
足
で
空
腹
な
状
態
が
多
か
っ
た
︒
遊
び
の
意
味
合
い
で
も
述
べ
た
よ
う
に
︑
そ
う
い
っ
た
空
腹
状
態
が
多
か
っ
た
中
で
遊
び
を
す
る
と
い
う
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
空
腹
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
食
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
― 75―
事
と
遊
び
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
考
え
る
︒
次
に
︑
遊
び
が
直
接
暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
︒
Ｃ
さ
ん
に
よ
る
と
︑
遊
び
兼
実
用
的
な
の
は
編
み
物
で
︑
手
袋
︑
帽
子
︑
襟
巻
︑
靴
下
︑
腹
巻
を
作
っ
て
い
た
︵
84
︶
︒
遊
び
と
暮
ら
し
は
結
び
つ
い
て
お
り
︑
遊
び
は
暮
ら
し
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
︒
食
事
に
関
し
て
は
︑
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
︑
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
中
で
も
食
事
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
多
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
食
事
は
暮
ら
し
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た
と
考
え
る
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
︑
食
事
と
遊
び
は
暮
ら
し
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
︑
そ
れ
ら
は
生
き
る
力
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
食
事
と
遊
び
に
繋
が
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
太
平
洋
戦
争
中
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
お
わ
り
に
本
論
文
で
は
︑
太
平
洋
戦
争
中
の
食
事
と
遊
び
を
中
心
に
人
々
の
暮
ら
し
を
論
じ
て
き
た
︒
食
事
で
は
︑
配
給
制
が
敷
か
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
食
べ
物
や
量
が
制
限
さ
れ
て
い
っ
た
︒
特
に
肉
類
や
お
米
は
食
べ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
︑お
米
に
野
菜
な
ど
を
入
れ
て
か
さ
ま
し
を
し
て
い
た
︒
野
菜
は
主
に
自
家
栽
培
し
て
食
料
を
確
保
し
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
に
︑
食
料
不
足
に
置
か
れ
て
い
た
太
平
洋
戦
争
中
は
多
く
の
工
夫
を
し
て
飢
え
を
し
の
い
で
い
た
︒
食
料
不
足
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
︑
敵
の
攻
撃
に
よ
っ
て
製
造
元
が
焼
か
れ
︑
労
働
力
が
戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
︑
食
料
は
軍
が
優
先
で
あ
っ
た
と
い
う
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
そ
の
食
料
不
足
が
人
々
に
与
え
た
影
響
と
し
て
︑
身
長
が
縮
む
︑
摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
現
代
よ
り
も
約
半
分
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
子
ど
も
に
顕
著
に
表
れ
た
︒
一
方
︑
遊
び
で
は
︑
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
︒
そ
れ
は
戦
争
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
遊
び
︑
手
作
り
で
作
っ
て
遊
ぶ
遊
び
︑
友
達
や
兄
弟
と
遊
ぶ
集
団
遊
び
で
あ
る
︒
遊
び
は
人
々
に
と
っ
て
楽
し
く
幸
せ
な
ひ
と
時
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
他
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
考
え
る
︒
空
襲
と
い
う
恐
怖
を
紛
ら
わ
す
こ
と
と
︑
食
料
不
足
で
満
足
な
食
事
を
と
れ
な
い
の
で
空
腹
感
を
紛
ら
わ
す
こ
と
で
あ
る
︒
遊
び
と
い
う
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と
が
恐
怖
や
空
腹
感
を
忘
れ
さ
せ
る
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
更
に
︑
遊
び
を
す
る
こ
と
で
そ
の
人
な
り
の
喜
び
を
見
つ
け
︑
生
き
が
い
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
︒
そ
し
て
︑
食
事
と
遊
び
に
は
関
係
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
第
一
に
︑
魚
や
野
草
な
ど
を
と
る
と
い
う
遊
び
が
食
料
を
調
達
し
て
い
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
お
り
︑
直
接
的
に
食
事
に
結
び
つ
い
て
い
た
︒
第
二
に
︑
食
料
不
足
で
空
腹
状
態
が
多
か
っ
た
中
で
遊
び
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
空
腹
を
あ
ま
り
感
じ
ず
に
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
も
遊
び
は
食
事
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
︒
ま
た
︑
遊
び
が
直
接
暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
遊
び
で
編
み
物
を
す
る
こ
と
で
暮
― 76―
ら
し
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
物
に
繋
が
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
遊
び
と
食
事
は
暮
ら
し
そ
の
も
の
に
な
っ
て
お
り
生
き
る
力
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
と
示
唆
さ
れ
る
︒
食
事
と
遊
び
を
中
心
に
太
平
洋
戦
争
中
の
暮
ら
し
に
迫
っ
て
き
た
︒
そ
の
中
で
︑
一
人
ひ
と
り
に
暮
ら
し
が
あ
り
︑
懸
命
に
生
き
て
い
た
こ
と
が
食
事
と
遊
び
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
明
確
に
な
っ
た
と
考
え
る
︒
そ
の
暮
ら
し
の
中
に
戦
争
が
き
て
︑
人
々
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
最
後
に
︑
本
論
文
で
は
戦
時
中
の
食
事
と
遊
び
の
関
係
を
考
察
し
て
き
た
が
︑﹁
戦
争
﹂
は
一
つ
の
危
機
で
あ
り
︑
二
〇
二
〇
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
︒
そ
の
影
響
で
マ
ス
ク
な
ど
の
物
資
が
不
足
し
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
マ
ス
ク
は
一
家
族
に
つ
き
一
箱
な
ど
の
制
限
を
か
け
て
い
る
店
が
あ
っ
た
り
︑
マ
ス
ク
を
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
手
作
り
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
り
し
て
い
る
︵
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︶
︒
ま
た
︑
三
重
県
多
気
町
に
あ
る
シ
ャ
ー
プ
社
な
ど
の
民
間
企
業
は
マ
ス
ク
を
製
造
し
始
め
て
い
る
︒
幸
い
に
も
現
状
は
食
不
足
に
な
っ
て
は
な
い
が
︑
教
育
施
設
︑
図
書
館
︑
室
内
遊
び
場
な
ど
は
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑﹁
遊
び
﹂
の
工
夫
も
追
い
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
︒
ど
の
危
機
感
に
し
て
も
︑
食
事
と
遊
び
は
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
︒
課
題
と
し
て
は
︑
食
事
に
関
し
て
は
︑
戦
中
よ
り
も
戦
後
直
後
の
方
が
食
料
不
足
に
陥
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
食
事
に
つ
い
て
の
研
究
を
す
る
中
で
も
分
か
っ
て
き
た
︒
そ
の
た
め
︑
戦
後
直
後
の
食
事
に
つ
い
て
も
話
を
聴
い
て
研
究
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
︒
遊
び
に
関
し
て
は
︑
男
女
に
よ
っ
て
遊
び
の
種
類
が
違
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
女
性
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
︒
そ
の
た
め
︑
男
女
で
比
較
す
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
捉
え
る
︒
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
Ａ
さ
ん
︵
調
査
者
：
以
後
︑
調
︶
太
平
洋
戦
争
中
は
ど
の
よ
う
な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
当
時
は
産
め
よ
増
や
せ
よ
の
時
代
で
兄
弟
が
た
く
さ
ん
お
っ
て
︑
兄
弟
で
遊
ぶ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
︑
他
の
子
た
ち
と
遊
ぶ
時
は
鬼
ご
っ
こ
と
か
︑
そ
れ
か
ら
土
手
の
ぼ
り
か
な
︒
土
手
を
駆
け
上
が
る
︒
こ
れ
は
多
度
の
上
げ
馬
と
い
う
の
が
あ
っ
て
崖
を
馬
に
乗
っ
て
走
り
あ
が
る
︑
そ
の
ま
ね
を
し
た
の
か
な
︒
お
尻
を
叩
い
て
土
手
の
上
を
ぼ
ん
ぼ
ん
ぼ
ー
ん
と
上
が
っ
て
い
く
︒
ま
あ
︑
そ
れ
ぐ
ら
い
で
︑
あ
と
は
夏
に
な
る
と
近
く
の
池
で
養
魚
場
が
あ
っ
て
︑
お
じ
の
家
が
養
魚
場
を
し
と
っ
た
の
で
ね
︑
そ
こ
で
泳
ぐ
と
い
う
ぐ
ら
い
で
︑
今
の
よ
う
に
遊
び
道
具
も
全
く
な
い
し
︑
自
然
の
中
で
遊
ぶ
と
︒
木
の
実
を
採
っ
て
み
た
り
と
か
ね
︒
そ
れ
か
ら
︑
花
を
採
っ
た
り
そ
の
辺
に
生
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
― 77―
え
と
る
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
に
と
び
つ
い
て
そ
れ
を
と
っ
て
食
べ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
遊
び
に
し
と
っ
た
か
な
︒
あ
と
は
︑
は
っ
き
り
覚
え
て
な
い
け
ど
︑
そ
の
あ
た
り
を
ち
ょ
っ
と
見
に
行
く
と
い
う
の
も
遊
び
の
一
つ
や
っ
た
か
な
︒
行
動
範
囲
が
そ
ん
な
に
広
く
な
い
か
ら
そ
こ
か
ら
ち
ょ
び
っ
と
出
る
と
か
ね
︑
そ
う
い
う
の
が
楽
し
み
や
っ
た
か
な
︒
そ
の
程
度
が
遊
び
と
言
え
る
ね
︒
調
：
兄
弟
は
何
人
い
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
兄
弟
は
七
人
︒
年
子
四
人
︒
小
学
校
一
年
生
︑
二
年
生
︑
三
年
生
︑
四
年
生
と
続
く
年
子
や
な
︒
戦
争
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
私
が
小
学
校
一
年
生
に
入
る
前
の
年
︑
兄
が
一
年
︑
二
年
︑
一
番
上
の
姉
が
三
年
︒
弟
も
下
に
い
る
と
︒
こ
れ
は
産
め
よ
増
や
せ
よ
と
い
う
時
代
や
っ
た
で
ね
︑
兄
弟
が
皆
︑
ど
こ
の
家
庭
も
多
か
っ
た
︒
調
：
産
め
よ
増
や
せ
よ
と
は
︒
Ａ
：
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
産
ん
で
い
く
︒
こ
の
悲
し
い
か
な
︒
戦
争
で
ど
ん
ど
ん
人
が
な
く
な
っ
て
く
の
で
そ
う
い
う
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
る
わ
け
で
あ
る
ね
調
：
国
の
政
策
み
た
い
な
こ
と
で
す
か
︒
Ａ
：
そ
う
そ
う
︒
国
の
政
策
で
も
あ
っ
た
わ
け
や
な
︒
中
国
の
よ
う
に
一
人
っ
子
と
か
そ
の
よ
う
な
の
で
は
な
く
て
︑
そ
の
当
時
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
を
産
む
の
が
国
の
施
策
で
も
あ
っ
た
わ
け
︒
だ
か
ら
︑
年
子
四
人
︒
毎
年
︑
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
と
こ
う
生
ま
れ
て
い
っ
た
わ
け
や
け
ど
も
︑
そ
ん
な
家
庭
は
結
構
今
と
は
違
っ
て
あ
っ
た
わ
け
︒
調
：
そ
の
兄
弟
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
︒
Ａ
：
そ
う
や
な
︒
冬
に
な
る
と
つ
ら
ら
が
垂
れ
下
が
っ
て
そ
れ
を
か
じ
っ
た
り
す
る
の
も
一
つ
の
遊
び
や
っ
た
な
︒
多
度
は
ち
ょ
っ
と
寒
い
︑
そ
の
時
は
結
構
寒
く
て
雪
も
あ
っ
た
で
ね
︒
そ
れ
と
︑
お
正
月
が
来
る
と
楽
し
く
て
楽
し
く
て
︑
今
以
上
に
は
る
か
に
楽
し
か
っ
た
︒
駆
け
ず
り
回
っ
て
︑
言
う
た
ら
か
け
っ
こ
か
な
︒
そ
の
あ
た
り
を
走
り
回
る
の
が
楽
し
か
っ
た
な
︒
ま
あ
︑
外
へ
出
て
遊
べ
る
と
い
う
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
︒
そ
れ
も
ほ
ん
と
に
遊
び
の
一
つ
や
ろ
ね
︒
調
：
戦
争
中
は
疎
開
を
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
昭
和
十
四
年
九
月
十
五
日
に
津
で
生
ま
れ
た
︒
そ
れ
か
ら
︑
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
四
日
市
︑
こ
れ
は
海
の
近
く
の
海
軍
橋
と
い
う
橋
が
あ
っ
た
︒
そ
の
海
軍
の
橋
や
ね
︒
海
軍
が
使
っ
と
た
か
ら
海
軍
橋
言
う
た
ん
か
な
︒
そ
の
海
軍
橋
の
近
く
の
大
き
な
家
を
借
り
て
そ
こ
で
住
ん
ど
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
母
親
の
実
家
の
多
度
へ
疎
開
し
た
︒
そ
の
後
︑
津
も
四
日
市
も
空
襲
に
あ
っ
て
丸
焼
け
に
な
っ
と
る
け
ど
も
︑
そ
の
時
四
日
市
に
お
っ
た
ら
そ
れ
こ
そ
焼
け
出
さ
れ
て
大
変
な
こ
と
に
︑
死
ん
ど
っ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
︒
そ
し
て
︑
多
度
に
疎
開
し
て
︑
そ
こ
で
の
遊
び
を
話
し
た
と
こ
ろ
︒
疎
開
先
の
多
度
で
の
遊
び
は
遊
園
地
と
か
そ
ん
な
こ
と
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は
全
く
で
き
な
い
の
で
ね
︒
自
分
ら
の
住
ん
ど
る
そ
の
あ
た
り
が
遊
び
の
場
で
あ
っ
た
わ
け
︒
調
：
道
具
と
か
は
あ
り
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
遊
び
道
具
は
な
い
︒
調
：
カ
ル
タ
は
あ
り
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
カ
ル
タ
は
あ
っ
た
よ
う
な
覚
え
は
な
い
な
︒
調
：
双
六
と
か
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
︒
Ａ
：
あ
っ
た
か
も
し
れ
や
ん
け
ど
は
っ
き
り
と
は
覚
え
て
な
い
︒
小
学
校
一
年
生
に
入
っ
た
頃
は
間
違
い
な
く
カ
ル
タ
と
か
︑
パ
ン
パ
ン
︒
カ
ー
ド
を
地
べ
た
に
叩
い
て
ひ
っ
く
り
返
す
︒
そ
の
取
り
合
い
と
か
ね
︒
そ
れ
か
ら
︑
釘
刺
し
す
る
と
か
ね
︒
調
：
釘
刺
し
は
ど
の
よ
う
な
遊
び
で
す
か
︒
Ａ
：
釘
を
刺
し
て
線
を
書
い
て
い
く
︒
釘
も
な
か
っ
た
で
な
︒
釘
と
か
い
う
の
は
国
が
全
て
金
属
類
は
み
ん
な
供
出
っ
て
言
う
て
ね
︑
国
へ
出
さ
な
あ
か
ん
の
︒
だ
か
ら
︑
お
寺
の
鐘
も
供
出
し
て
金
属
が
足
ら
ん
も
ん
で
出
し
た
︒
家
の
窯
も
鍋
と
か
そ
ん
な
ん
も
み
ん
な
供
出
し
て
家
に
は
そ
ん
な
も
ん
︵
金
属
類
︶
は
な
か
っ
た
な
︒
だ
か
ら
︑
金
属
類
は
戦
争
の
頃
も
ど
ん
ど
ん
供
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
周
り
に
は
︵
金
属
類
は
︶
な
か
っ
た
︒
だ
か
ら
︑
遊
び
道
具
で
釘
も
た
ぶ
ん
な
か
っ
た
と
思
う
︒
調
：
ど
ん
ど
ん
金
属
類
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
か
︒
Ａ
：
そ
う
︒
金
属
類
は
ほ
ん
と
に
小
さ
い
も
の
か
ら
み
ん
な
出
さ
な
あ
か
ん
か
っ
た
か
ら
︑
指
輪
も
出
し
た
っ
て
い
う
母
親
な
ん
か
も
指
輪
と
か
ね
︑
そ
ん
な
も
の
み
ん
な
出
さ
な
あ
か
ん
か
っ
た
っ
て
い
う
話
を
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
︒
調
：
本
は
あ
り
ま
し
た
か
︒
雑
誌
と
か
︒﹃
少
年
倶
楽
部
﹄
と
か
そ
う
い
う
雑
誌
が
あ
り
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
雑
誌
な
ん
か
︑
そ
ん
な
に
お
金
に
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た
と
思
う
よ
︒
多
少
そ
れ
は
あ
っ
た
か
も
分
か
ら
ん
け
ど
︑
姉
な
ん
か
は
そ
う
い
う
遊
び
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
︑
私
の
場
合
は
そ
ん
な
覚
え
は
あ
ま
り
な
い
な
︒
体
を
動
か
し
と
る
こ
と
︑
即
そ
れ
が
遊
び
や
っ
た
と
思
う
︒
け
ん
け
ん
し
た
り
︑
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
と
歩
い
た
り
︑
は
じ
め
の
一
歩
と
か
︑
そ
れ
も
戦
争
中
は
あ
っ
た
と
思
う
︒
遊
び
と
い
え
ば
︑
外
へ
出
て
︑
あ
っ
︑
石
け
り
も
あ
っ
た
な
︒
そ
れ
か
ら
︑
先
に
も
言
う
た
け
ど
鬼
ご
っ
こ
︒
道
具
を
使
わ
な
い
遊
び
が
主
や
っ
た
な
︒
せ
や
な
︑
石
け
り
し
た
な
︒
陣
地
取
り
︑
特
に
陣
地
取
り
や
な
︒
調
：
陣
地
取
り
と
は
何
で
す
か
︒
Ａ
：
陣
地
を
と
っ
て
広
げ
て
い
く
︒
自
分
の
陣
地
を
広
げ
る
と
い
う
︑
戦
争
の
最
中
や
で
領
地
を
広
げ
る
の
に
繋
が
っ
と
っ
た
ん
か
な
︒
調
：
そ
う
い
っ
た
遊
び
も
大
体
兄
弟
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
か
︒
Ａ
：
そ
う
︒
周
り
の
子
も
そ
の
辺
は
お
っ
た
と
思
う
︒
特
に
兄
弟
が
負
け
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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る
と
悔
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
覚
え
が
あ
る
︒
そ
う
い
う
戦
争
に
駆
り
立
て
る
こ
と
に
繋
が
っ
と
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
隣
組
と
喧
嘩
し
た
り
隣
の
村
と
喧
嘩
し
た
り
と
か
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
︒
あ
あ
︑せ
や
な
︒
そ
れ
か
ら
お
や
つ
が
な
か
っ
た
ん
で
ね
︑
近
く
に
あ
る
野
イ
チ
ゴ
と
か
桑
の
実
と
か
そ
う
い
う
も
の
も
取
り
に
行
っ
た
覚
え
あ
る
な
︒
そ
れ
も
一
つ
の
遊
び
や
っ
た
か
な
︒
調
：
そ
れ
は
近
く
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
︒
Ａ
：
そ
う
そ
う
︒
野
原
に
生
え
と
る
イ
チ
ゴ
な
︒
小
さ
い
イ
チ
ゴ
︒
そ
れ
を
見
つ
け
る
の
が
楽
し
い
遊
び
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
︒
ス
イ
バ
も
︑
こ
れ
も
野
草
や
け
ど
も
︑
そ
う
い
う
も
の
も
し
ゃ
ぶ
っ
て
み
た
り
と
か
︑
そ
れ
が
お
や
つ
に
も
な
っ
と
っ
た
わ
け
や
な
︒
調
：
ス
イ
バ
は
草
で
す
か
︒
Ａ
：
草
︒
調
：
と
い
う
こ
と
は
道
具
を
使
わ
な
い
遊
び
が
主
と
い
う
こ
と
で
す
か
︒
Ａ
：
そ
う
︒
道
具
は
使
う
よ
う
な
︑
遊
び
道
具
と
い
う
の
は
も
う
周
り
も
あ
ら
へ
ん
だ
し
ね
︒
も
う
鉄
類
は
皆
︑供
出
せ
な
あ
か
ん
で
︑皆
引
っ
こ
抜
か
れ
と
る
し
︒
調
：
ご
っ
こ
遊
び
と
か
は
あ
り
ま
し
た
か
︒
戦
争
ご
っ
こ
と
か
お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ
遊
び
と
か
︑
そ
う
い
っ
た
遊
び
は
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
そ
れ
も
あ
っ
た
や
ろ
う
と
は
思
う
け
ど
な
︒
ご
っ
こ
遊
び
は
や
っ
と
る
︒
ま
ま
ご
と
も
や
っ
た
覚
え
あ
る
︒
む
し
ろ
ひ
い
て
︑
今
で
い
う
敷
物
︑
そ
の
む
し
ろ
の
上
へ
座
っ
て
お
ま
ま
ご
と
︑
ご
飯
と
か
葉
っ
ぱ
を
採
っ
て
き
た
り
し
な
が
ら
な
︒
調
：
で
も
︑
道
具
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
︒
Ａ
：
道
具
は
な
い
︒
だ
か
ら
︑
何
も
か
も
自
然
の
も
の
︒
む
し
ろ
は
ほ
と
ん
ど
使
え
や
ん
だ
け
ど
な
︒
大
事
な
も
の
で
︵
あ
っ
た
か
ら
︶︒
だ
か
ら
︑
地
べ
た
や
草
む
ら
で
座
り
込
ん
で
今
の
よ
う
な
ま
ま
ご
と
も
し
た
と
い
う
覚
え
が
あ
る
︒
葉
っ
ぱ
を
使
っ
て
ね
︑
葉
っ
ぱ
を
お
皿
に
し
た
り
と
か
︒
箸
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
辺
の
木
を
折
っ
て
箸
の
代
わ
り
に
し
た
り
と
か
ね
︒
そ
う
や
っ
て
み
る
と
︑
自
然
の
中
で
自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
そ
れ
以
外
に
も
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
と
っ
た
よ
う
な
覚
え
は
あ
る
︒
近
く
に
あ
ん
ま
り
木
が
な
か
っ
た
で
木
登
り
は
も
っ
と
あ
と
か
ら
し
た
ん
や
け
ど
も
︑
木
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
登
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
る
で
ど
っ
か
で
木
登
り
な
ん
か
も
や
っ
と
っ
た
と
思
う
な
︒
あ
っ
︑
虫
取
り
︒
セ
ミ
な
ん
か
も
お
っ
た
と
思
う
で
︑
夏
な
ん
か
セ
ミ
と
か
︑
そ
れ
か
ら
蝶
々
捕
り
と
か
カ
エ
ル
を
捕
っ
て
き
た
り
と
か
そ
う
い
う
の
も
遊
び
の
一
つ
や
っ
た
か
も
し
れ
や
ん
︒
も
ち
ろ
ん
︑
魚
捕
り
も
し
と
っ
た
で
︒
小
さ
な
魚
を
捕
る
こ
と
も
︵
し
て
い
た
︶︒
調
：
次
は
遊
び
で
は
な
く
て
食
べ
て
い
た
も
の
は
な
ん
で
す
か
︒
Ａ
：
も
う
こ
れ
話
し
と
る
の
は
多
度
の
生
活
を
中
心
に
話
し
と
る
ん
や
け
ど
も
︑
食
べ
物
と
い
う
の
は
今
の
よ
う
な
ご
飯
な
ん
て
到
底
食
べ
ら
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れ
な
い
し
︑
麦
ご
は
ん
と
か
ね
︒
お
米
は
あ
っ
た
と
し
て
も
ち
ょ
こ
っ
と
や
な
︒
そ
れ
か
ら
︑
お
腹
一
杯
と
な
る
と
さ
つ
ま
い
も
︒
こ
れ
も
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
︑ま
あ
︑多
か
っ
た
の
は
さ
つ
ま
い
も
や
な
︒
特
に
戦
時
下
の
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
頃
に
は
も
う
米
作
り
す
る
こ
と
す
ら
困
難
や
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
で
米
は
配
給
制
︒
こ
の
頃
は
配
給
制
︑
何
で
も
配
給
制
で
お
米
も
一
人
ど
ん
だ
け
っ
て
決
め
ら
れ
と
る
︒
そ
の
お
米
も
そ
ん
な
み
ん
な
が
十
分
に
食
べ
れ
な
か
っ
た
で
ね
︒
配
給
に
し
ろ
︑
塩
に
し
ろ
︑
砂
糖
に
し
ろ
︑
何
で
も
全
部
切
符
制
や
︒
一
定
以
上
は
手
に
入
ら
ん
だ
ん
︒
も
う
食
料
は
皆
な
︒
い
わ
ゆ
る
配
給
制
が
ひ
か
れ
と
っ
た
わ
け
︒
着
る
も
ん
も
せ
や
で
︒
服
と
か
も
全
部
︒
パ
ン
ツ
も
︒
だ
か
ら
︑
服
と
か
着
る
も
の
皆
︒
制
限
が
あ
っ
た
ん
︒
そ
れ
以
上
貰
え
や
ん
︒
だ
か
ら
︑
食
べ
物
な
ん
て
︑
言
う
た
よ
う
に
限
ら
れ
た
中
で
こ
そ
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
で
︑
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
だ
ん
だ
ん
だ
ん
そ
の
︵
配
給
す
る
︶
量
が
減
っ
て
っ
た
わ
け
︒
だ
か
ら
︑
食
べ
物
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
自
分
と
こ
で
食
べ
る
も
の
探
し
な
さ
い
っ
て
い
う
こ
と
や
︒
子
ど
も
の
頃
覚
え
と
ん
の
は
︑草
を
採
り
に
行
っ
た
︒
食
べ
ら
れ
る
草
︒
ハ
コ
ベ
と
か
︒
調
：
オ
オ
バ
コ
と
か
？
Ａ
：
う
ん
︒
そ
れ
か
ら
︑
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
︒
多
度
は
水
郷
地
帯
の
近
く
や
っ
た
で
ね
︑
今
は
高
級
な
ん
や
け
ど
も
特
に
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
と
か
そ
ん
な
ん
を
採
り
に
行
っ
た
覚
え
は
あ
る
︒
だ
か
ら
︑
野
草
も
食
料
の
一
つ
に
な
っ
と
っ
た
わ
け
や
な
︒
今
は
︑
ハ
コ
ベ
に
し
て
も
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
に
し
て
も
ス
イ
バ
︑
イ
タ
ド
リ
︒
イ
タ
ド
リ
っ
て
い
う
て
酸
っ
ぱ
い
や
つ
︒
こ
ん
な
ん
も
食
料
の
一
つ
に
し
と
っ
た
で
な
︒
食
べ
た
覚
え
は
あ
る
よ
︒
調
：
ど
う
や
っ
て
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
︒
焼
い
て
食
べ
る
と
か
？
Ａ
：
煮
て
い
た
︒
調
：
イ
ナ
ゴ
と
か
も
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
︒
Ａ
：
も
ち
ろ
ん
イ
ナ
ゴ
は
食
べ
た
︒
こ
れ
は
み
ん
な
集
め
に
行
っ
て
戦
争
終
わ
っ
て
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
と
っ
た
︒
戦
争
中
も
イ
ナ
ゴ
を
捕
り
に
畑
や
田
ん
ぼ
や
ら
走
り
歩
い
と
っ
た
な
︒
調
：
カ
エ
ル
は
？
Ａ
：
カ
エ
ル
も
捕
っ
た
︒
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
も
︒
調
：
す
い
と
ん
は
食
べ
て
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
小
麦
粉
で
作
っ
た
も
の
や
な
︒
食
料
は
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
近
く
の
庭
は
も
ち
ろ
ん
︑
近
く
の
空
い
た
土
地
で
耕
し
て
麦
を
作
っ
た
り
と
か
︑野
菜
作
っ
た
り
は
し
と
っ
た
な
︒
肥
し
は
と
い
う
と
人
糞
︒
声
桶
に
積
ん
で
そ
れ
︵
人
糞
︶
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
畑
に
ま
き
に
行
っ
た
覚
え
が
あ
る
︒
父
親
の
後
ろ
に
つ
い
て
近
く
で
畑
し
と
っ
て
そ
の
畑
に
人
糞
を
く
み
取
っ
て
持
っ
て
っ
た
︒
だ
か
ら
︑
人
糞
は
肥
し
や
わ
な
︒
人
間
の
う
ん
こ
や
お
し
っ
こ
︑
そ
う
い
う
も
の
を
貯
め
て
あ
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
― 81 ―
る
と
こ
ろ
︑
こ
え
た
ん
ご
︵
三
重
県
四
日
市
市
の
方
言
で
肥
担
桶
︶
か
ら
桶
に
声
桶
に
入
れ
て
︑
畑
に
運
ん
で
い
く
︒
だ
か
ら
︑
食
べ
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
み
ん
な
何
ら
か
工
夫
し
て
土
地
を
耕
し
た
り
荒
地
や
河
原
沿
い
の
空
き
地
や
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
み
ん
な
の
家
庭
が
作
っ
と
っ
て
︑
子
ど
も
は
そ
こ
へ
つ
い
て
い
く
ん
や
け
ど
︑
何
ら
か
の
形
で
そ
れ
の
︵
畑
︶
手
伝
い
を
し
と
っ
た
な
︒
年
に
合
っ
た
手
伝
い
を
し
て
︑
食
べ
る
こ
と
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
か
な
︒
調
：
畑
は
周
り
に
結
構
あ
っ
た
ん
で
す
か
︒
Ａ
：
よ
そ
の
土
地
や
け
ど
も
︑
空
い
と
る
と
こ
ろ
も
︵
拓
い
て
何
か
を
育
て
て
い
た
︶︒
川
沿
い
の
土
地
が
あ
る
と
そ
こ
を
拓
い
て
そ
こ
で
野
菜
を
作
っ
て
い
た
わ
け
︒
だ
か
ら
︑
私
の
父
親
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
鍬
で
土
を
お
こ
し
て
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
っ
た
︒
調
：
ど
ん
な
野
菜
を
育
て
て
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
い
ろ
ん
な
も
の
し
と
っ
た
な
︒
麦
は
も
ち
ろ
ん
︑
か
ぼ
ち
ゃ
と
か
︑
そ
う
い
う
も
の
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
と
っ
た
な
︒
と
う
も
ろ
こ
し
も
し
っ
と
た
な
︒
そ
れ
と
︑さ
と
う
き
び
︒
さ
と
う
き
び
も
し
と
っ
た
︒
小
麦
が
で
き
る
と
う
ど
ん
屋
さ
ん
︑
正
麺
所
が
あ
っ
て
︑
そ
こ
で
う
ど
ん
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
し
と
っ
た
な
︒
調
：
と
い
う
こ
と
は
う
ど
ん
も
食
べ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
︒
Ａ
：
そ
う
そ
う
︒
小
麦
粉
で
す
い
と
ん
作
っ
た
り
︑
時
と
し
て
は
う
ど
ん
を
食
べ
る
︒
う
ど
ん
な
ん
て
高
級
だ
か
ら
そ
う
簡
単
に
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
︒
簡
単
な
の
は
す
い
と
ん
や
な
︒
調
：
す
い
と
ん
の
方
が
一
番
︵
食
べ
る
こ
と
が
︶
多
か
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
か
︒
Ａ
：
そ
う
や
な
︒
す
い
と
ん
は
小
麦
粉
を
こ
ね
て
︵
鍋
に
︶
放
り
込
む
だ
け
や
で
︒
調
：
す
い
と
ん
は
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
す
い
と
ん
は
毎
日
の
よ
う
に
あ
っ
た
か
な
︒
ご
飯
は
そ
ん
な
に
︵
食
べ
て
な
い
︶︑
米
が
な
い
か
ら
︒
兄
弟
が
多
い
で
食
べ
る
量
が
多
く
な
る
し
︑
そ
れ
を
食
料
を
十
分
補
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
す
い
と
ん
と
か
さ
つ
ま
い
も
と
か
を
︵
作
っ
て
食
べ
て
い
た
︶︒
だ
か
ら
︑
も
ち
ろ
ん
さ
つ
ま
い
も
は
作
っ
て
食
べ
と
っ
た
よ
︒
さ
つ
ま
い
も
は
主
力
か
な
︒
調
：
さ
つ
ま
い
も
は
ふ
か
し
て
︵
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
︶
？
Ａ
：
ふ
か
し
て
食
べ
た
り
焼
い
て
食
べ
た
り
︑
煮
て
食
べ
た
り
︑
ご
飯
と
麦
と
そ
の
中
に
さ
つ
ま
い
も
を
細
か
く
切
っ
て
入
れ
た
り
︑
す
い
と
ん
だ
け
や
な
し
に
︑
さ
つ
ま
い
も
も
そ
ん
中
︵
す
い
と
ん
︶
に
入
れ
て
︵
食
べ
て
い
た
︶︒
調
：
さ
つ
ま
い
も
の
茎
も
食
べ
ま
し
た
か
︒
Ａ
：
そ
う
そ
う
︒
も
ち
ろ
ん
︑
茎
も
葉
っ
ぱ
も
食
べ
た
よ
︒
美
味
し
か
っ
た
よ
︒
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調
：
茎
と
か
は
煮
て
お
ひ
た
し
に
し
て
︵
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
︶
？
Ａ
：
そ
う
そ
う
︒
食
べ
た
食
べ
た
︒
だ
か
ら
︑
ほ
っ
た
る
︵
捨
て
る
︶
も
の
は
少
な
か
っ
た
な
︒
私
の
父
親
は
学
校
の
先
生
し
な
が
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
畑
を
お
こ
し
た
り
み
ん
な
し
と
っ
た
わ
け
や
︒
先
生
し
と
っ
た
で
戦
争
に
行
か
ん
で
よ
か
っ
た
わ
け
や
な
︒
そ
し
て
︑
そ
の
頃
は
夜
に
な
る
と
外
に
光
が
漏
れ
た
ら
あ
か
ん
も
ん
で
電
灯
の
笠
の
上
に
覆
い
を
し
て
︵
外
に
光
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
︶︒
調
：
黒
い
も
の
を
？
Ａ
：
そ
う
そ
う
︒
そ
れ
と
ガ
ラ
ス
は
新
聞
か
何
か
を
墨
で
真
っ
黒
に
塗
っ
た
や
つ
を
ガ
ラ
ス
全
部
に
貼
っ
て
外
に
光
が
出
て
か
ん
よ
う
に
し
と
っ
た
覚
え
は
あ
る
︒
夜
は
暗
い
日
が
多
か
っ
た
な
︒
ろ
う
そ
く
の
火
で
過
ご
す
こ
と
も
小
学
校
入
る
前
や
っ
た
け
ど
覚
え
と
る
で
ね
︒
戦
争
を
避
け
て
疎
開
が
で
き
る
人
は
良
い
方
や
︒
街
中
で
そ
こ
か
ら
出
で
い
け
な
い
人
も
お
っ
た
わ
け
や
け
ど
も
︑
う
ち
の
場
合
は
母
親
の
実
家
が
あ
る
と
こ
ろ
の
一
軒
家
を
借
り
て
そ
こ
へ
疎
開
し
た
わ
け
や
な
︒
初
め
お
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
か
は
戦
争
で
四
日
市
な
ん
か
は
そ
の
辺
一
体
丸
焼
け
︒
だ
か
ら
︑
多
度
へ
逃
げ
込
ん
だ
か
ら
良
か
っ
た
ん
や
け
ど
ね
︒
戦
争
で
今
も
覚
え
と
ん
の
は
毎
日
の
生
活
で
︑﹁
空
襲
～
﹂
っ
て
言
う
と
逃
げ
て
親
戚
の
小
屋
の
中
に
穴
穂
っ
て
そ
こ
へ
防
空
壕
っ
て
い
う
ん
や
け
ど
そ
の
中
へ
逃
げ
込
ん
だ
覚
え
が
あ
る
︒
こ
れ
は
小
さ
い
な
が
ら
に
覚
え
と
る
︒
防
空
っ
て
﹁
空
襲
警
報
発
令
﹂っ
て
あ
る
と
み
ん
な
防
空
頭
巾
を
被
っ
て
穴
の
中
に
逃
げ
込
む
︒
そ
れ
と
︑
紙
が
空
か
ら
パ
ラ
パ
ラ
降
っ
て
き
て
︑
そ
れ
を
﹁
さ
わ
ん
な
﹂
っ
て
親
か
ら
言
わ
れ
た
覚
え
が
あ
る
︒
そ
れ
が
︑
ア
メ
リ
カ
軍
が
飛
行
機
で
︑お
前
の
国
は
負
け
た
ん
や
で
降
参
し
ろ
っ
て
い
う︵
警
告
や
っ
た
︶
の
や
っ
た
ん
か
な
︒
小
さ
な
子
は
そ
ん
な
こ
と
知
ら
ん
も
ん
で
走
っ
て
追
い
か
け
て
捕
り
に
い
っ
た
覚
え
が
あ
る
︒
そ
の
頃
は
︑
母
親
か
ら
聞
い
た
こ
と
に
よ
る
と
︑
ア
メ
リ
カ
軍
が
い
よ
い
よ
︵
日
本
に
︶
入
っ
て
く
る
︒
こ
の
村
に
も
入
っ
て
く
る
っ
て
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
来
た
ら
竹
や
り
で
残
っ
た
男
衆
で
戦
う
と
︒
女
︑
子
ど
も
は
多
度
山
に
逃
げ
よ
っ
て
こ
と
に
な
っ
と
っ
た
ら
し
い
︒
逃
げ
る
準
備
も
し
と
っ
た
ん
︒
竹
や
り
で
戦
う
覚
悟
は
村
の
人
は
も
と
っ
た
︒
元
気
な
人
は
戦
争
に
行
っ
て
お
ら
ん
だ
も
ん
で
ね
︑
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
︑
子
ど
も
は
み
ん
な
逃
げ
る
ん
や
︑
多
度
の
山
に
逃
が
す
ん
や
っ
て
聞
い
た
覚
え
は
あ
る
︒
Ｂ
さ
ん
調
：
戦
時
中
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
︒
Ｂ
：
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
が
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
の
日
で
す
︒
こ
れ
を
敗
戦
と
︑
負
け
た
戦
い
と
呼
ん
で
お
り
ま
し
た
︒
津
市
の
安
濃
町
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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の
山
村
で
︑
草
生
と
い
う
お
じ
さ
ん
の
家
に
預
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
︒
小
学
校
六
年
生
の
時
で
す
︒
そ
こ
で
一
年
間
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
︒
調
：
疎
開
先
と
い
う
こ
と
で
す
か
︒
Ｂ
：
疎
開
じ
ゃ
な
し
に
お
じ
さ
ん
の
家
︒
お
じ
さ
ん
が
校
長
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
そ
の
家
に
預
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
︒
そ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
ま
し
た
︒
調
：
何
人
家
族
で
し
た
か
︒
Ｂ
：
お
じ
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
と
四
人
暮
ら
し
で
し
た
︒
そ
こ
の
子
ど
も
は
女
学
校
へ
行
っ
て
お
り
ま
し
た
︒
津
市
の
女
学
校
に
︒
そ
れ
で
四
人
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
︒
調
：
戦
時
中
は
ど
の
よ
う
な
遊
び
を
し
て
い
た
か
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
︒
Ｂ
：
遊
び
と
い
う
と
︑
中
々
思
い
出
せ
ま
せ
ん
が
︑
調
：
戦
争
ご
っ
こ
と
か
ご
っ
こ
遊
び
と
か
︒
Ｂ
：
川
で
魚
を
捕
っ
た
り
山
へ
行
っ
て
き
の
こ
を
採
っ
た
り
︑
遊
び
と
い
う
よ
り
も
そ
う
い
う
暮
ら
し
を
し
て
お
り
ま
し
た
ね
︒
調
：
双
六
と
か
カ
ル
タ
と
か
そ
う
い
う
も
の
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
か
︒
Ｂ
：
そ
う
ね
︒
ト
ラ
ン
プ
と
か
︒
ト
ラ
ン
プ
し
て
ま
し
た
ね
︒
そ
れ
か
ら
百
人
一
首
も
し
た
よ
う
な
気
も
す
る
︒
調
：
お
も
ち
ゃ
は
あ
り
ま
し
た
か
︒
Ｂ
：
お
も
ち
ゃ
っ
て
い
う
の
は
お
じ
さ
ん
の
家
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
︒
だ
か
ら
︑
野
菜
を
作
っ
た
り
︑
池
に
遊
び
に
行
っ
て
泳
い
だ
り
︑
遊
び
道
具
は
な
か
っ
た
で
す
ね
︒
調
：
遊
び
は
誰
と
し
て
い
た
の
で
す
か
︒
Ｂ
：
友
達
で
す
ね
︒
学
校
友
達
で
す
ね
︒
調
：
学
校
で
は
ど
う
い
う
遊
び
を
し
て
い
た
の
で
す
か
︒
ト
ラ
ン
プ
と
か
で
す
か
︒
Ｂ
：
学
校
で
は
遊
び
と
い
う
よ
り
も
︑
糸
で
い
ろ
ん
な
形
を
作
る
あ
や
と
り
︑
竹
の
ぼ
り
︑
そ
れ
か
ら
百
人
一
首
︒
百
人
一
首
も
し
て
ま
し
た
ね
︒
あ
と
は
︑
今
思
い
出
す
と
︑
石
を
投
げ
て
距
離
を
競
う
の
も
し
て
ま
し
た
︒
中
々
思
い
出
せ
な
い
ね
︒
な
か
っ
た
ね
遊
び
っ
て
言
っ
て
も
︒
調
：
そ
う
で
す
ね
︒
道
具
も
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
で
す
し
ね
︒
遊
び
は
そ
れ
く
ら
い
で
す
か
ね
︒
Ｂ
：
そ
う
や
ね
︒
調
：
で
は
︑
次
は
食
生
活
で
︑
食
べ
て
い
た
も
の
は
何
で
す
か
︒
Ｂ
：
食
べ
て
い
た
も
の
は
魚
は
な
か
っ
た
の
で
バ
ッ
タ
と
か
︒
調
：
バ
ッ
タ
は
捕
ま
え
て
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
︒
Ｂ
：
そ
う
そ
う
︒
あ
る
い
は
︑
野
菜
も
︑
食
べ
物
は
野
菜
が
中
心
で
ね
︑
ご
飯
は
白
米
じ
ゃ
な
し
に
玄
米
︒
そ
の
ま
ま
︒
玄
米
を
ふ
か
し
て
ね
︑
お
じ
さ
ん
︵
自
分
自
身
︶
が
毎
日
三
十
回
噛
ん
で
食
べ
た
の
を
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思
い
出
し
ま
す
ね
︒
調
：
す
い
と
ん
を
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｂ
：
あ
ま
り
食
べ
な
い
ね
︒
す
い
と
ん
は
食
べ
な
い
ね
︒
主
に
野
菜
と
バ
ッ
タ
︑
そ
れ
か
ら
ド
ジ
ョ
ウ
や
ね
︒
調
：
カ
エ
ル
は
食
べ
ま
し
た
か
︒
Ｂ
：
カ
エ
ル
は
食
べ
な
か
っ
た
け
ど
︑
よ
く
解
剖
し
た
ね
︒
そ
れ
か
ら
︑
今
思
い
出
す
と
︑
細
長
い
蛇
︒
蛇
じ
ゃ
な
い
︒
蛇
と
よ
く
似
た
の
を
臭
か
っ
た
け
ど
︑
よ
く
食
べ
さ
さ
れ
た
ね
︒
友
達
に
︒
焼
い
て
︒
青
大
将
の
よ
う
な
も
の
を
友
達
が
食
べ
て
い
る
の
を
︑
よ
く
食
べ
さ
さ
れ
た
ね
︒
嫌
や
っ
た
ね
︒
調
：
草
は
食
べ
ま
し
た
か
︒
ヨ
モ
ギ
と
か
Ｂ
：
ヨ
モ
ギ
は
よ
く
食
べ
た
ね
︒
主
に
野
菜
だ
ね
︒
調
：
野
菜
は
育
て
て
い
た
ん
で
す
か
︒
Ｂ
：
そ
う
そ
う
︒
畑
で
ね
︒
調
：
ど
ん
な
も
の
を
育
て
て
ま
し
た
か
︒
Ｂ
：
ト
マ
ト
︑
な
す
︑
き
ゅ
う
り
︑
え
ん
ど
う
︑
い
ち
ご
︑
か
き
︒
Ｃ
さ
ん
調
：
戦
時
中
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
︒
Ｃ
：
桑
名
郡
多
度
町
︒
津
か
ら
富
洲
原
︑
四
日
市
︑
多
度
︒
四
日
市
に
ね
︑
海
軍
燃
料
廠
っ
て
ね
︑
軍
隊
の
︒
ぶ
わ
ー
ー
っ
と
燃
え
た
ん
や
わ
︒
調
：
そ
れ
は
空
襲
で
で
す
か
？
Ｃ
：
そ
う
そ
う
︒
夜
中
︑
燃
え
て
ね
︑
そ
れ
が
離
れ
と
っ
た
の
に
家
ま
で
き
て
︑
こ
れ
は
危
な
い
わ
っ
て
い
う
の
で
多
度
へ
疎
開
し
た
の
︒
調
：
空
襲
一
回
あ
っ
て
そ
れ
で
多
度
に
？
Ｃ
：
そ
う
そ
う
︒
そ
れ
も
怖
か
っ
た
け
ど
多
度
へ
疎
開
し
た
の
︒
多
度
は
田
舎
だ
か
ら
︒
疎
開
し
た
ら
間
も
な
し
に
︑今
度
は
桑
名
の
大
火
事
︑
Ｂ
29
の
焼
夷
弾
で
桑
名
が
燃
え
て
し
も
た
︒
そ
し
た
ら
そ
の
時
の
燃
え
カ
ス
が
ぶ
わ
ー
ー
っ
と
多
度
の
田
舎
ま
で
飛
ん
で
き
た
︒
帯
の
模
様
が
あ
っ
た
り
と
か
ね
︒
調
：
帯
？
Ｃ
：
立
派
な
織
物
の
一
部
が
飛
ん
で
く
る
の
︒
燃
え
カ
ス
が
︒
そ
ん
な
怖
い
思
い
し
て
︑
し
ま
い
に
は
も
う
多
度
は
え
え
か
と
思
っ
た
ら
多
度
に
ま
で
Ｂ
29
か
何
か
知
ら
ん
け
ど
い
ろ
い
ろ
飛
行
機
が
く
ん
の
よ
︒
調
：
低
空
飛
行
で
飛
ん
で
く
る
機
関
銃
で
す
か
？
Ｃ
：
そ
う
そ
う
︒
低
空
し
て
︑
機
銃
掃
射
︒
ば
ば
ば
ば
っ
︒
怖
く
て
防
空
壕
へ
入
っ
て
の
ぞ
い
た
ら
怖
い
で
の
ぞ
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
け
ど
︑
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
に
︒
人
間
の
顔
が
見
え
る
ん
や
で
︒
向
こ
う
の
︒
そ
の
ち
ょ
っ
と
前
に
学
校
は
行
け
な
い
で
し
ょ
︒
危
な
い
か
ら
︒
そ
れ
で
︑
お
寺
と
か
ね
神
社
に
ね
︑
分
団
み
た
い
に
し
て
学
校
が
あ
っ
た
の
︒
学
校
と
い
う
か
分
校
で
み
ん
な
家
の
近
く
で
︒
そ
れ
で
︑
警
戒
警
報
が
鳴
っ
て
す
ぐ
に
﹁
空
襲
警
報
﹂︒
大
急
ぎ
で
防
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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空
頭
巾
被
っ
て
︑
目
立
た
ん
よ
う
に
︒
溝
が
あ
っ
て
︑
み
ん
な
溝
に
入
っ
て
そ
こ
ら
辺
に
あ
っ
た
草
を
か
ぶ
せ
て
︒
怖
か
っ
た
︒
ほ
ん
と
に
怖
か
っ
た
け
ど
︑︵
敵
機
が
︶
向
こ
う
に
い
っ
た
ら
や
れ
や
れ
と
︒
何
回
か
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
︒
私
ら
が
み
ぞ
へ
入
っ
た
時
は
運
よ
く
機
銃
掃
射
は
な
か
っ
た
︒
向
こ
う
へ
行
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
︒
も
し
︑
機
銃
掃
射
さ
れ
て
た
ら
み
ん
な
死
ん
で
た
︒
分
校
へ
行
く
時
も
み
ん
な
ご
飯
が
な
い
ん
よ
︒
お
弁
当
が
ね
︒
弁
当
は
さ
つ
ま
い
も
︵
ふ
か
し
た
や
つ
︶︒
ほ
ん
と
に
水
の
中
に
お
米
が
少
し
入
っ
と
る
お
か
ゆ
さ
ん
と
い
う
よ
り
も
水
の
中
に
お
米
が
入
っ
と
る
︒
大
根
と
か
煮
干
し
と
か
が
入
っ
た
も
の
を
持
っ
て
た
り
と
か
な
︒
哀
れ
な
も
ん
で
し
た
︒
今
の
子
に
食
べ
よ
言
う
た
ら
こ
ん
な
も
ん
食
べ
れ
る
か
っ
て
怒
る
や
ろ
な
︒
水
は
ジ
ェ
ラ
ル
ミ
ン
の
水
筒
に
入
れ
て
い
く
ん
よ
︒
調
：
お
米
は
そ
ん
な
に
な
い
で
す
よ
ね
？
Ｃ
：
多
度
は
ね
︑
お
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
実
家
が
多
度
の
近
く
に
あ
っ
て
︑
多
度
は
そ
の
お
じ
い
さ
ん
の
家
︒
お
兄
さ
ん
の
家
は
鯉
の
養
殖
を
し
っ
と
た
︒
魚
は
た
く
さ
ん
も
ら
え
た
︒
調
：
で
は
︑
魚
は
食
べ
て
た
ん
で
す
ね
︒
Ｃ
：
う
ん
︒
魚
は
な
︒
あ
と
︑
し
じ
み
と
か
︒
鯉
と
か
フ
ナ
と
か
︒
養
殖
し
と
っ
た
も
ん
で
池
に
た
く
さ
ん
せ
り
が
あ
っ
て
ね
︑
そ
れ
を
採
っ
た
り
そ
こ
に
生
え
て
い
る
雑
草
で
あ
か
ざ
と
か
い
う
草
を
採
っ
た
り
ね
︒
そ
れ
か
ら
︑
お
じ
さ
ん
︵
し
ょ
う
い
ち
さ
ん
︶
が
河
原
を
開
墾
し
て
麦
を
作
っ
て
た
︒
小
麦
︑
大
麦
︒
麦
を
使
っ
て
う
ど
ん
作
っ
た
り
︑
さ
つ
ま
い
も
︑
じ
ゃ
が
い
も
︑
大
豆
も
作
っ
て
た
︒
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
た
︒
お
じ
い
さ
ん
は
朝
の
三
時
に
起
き
る
ん
よ
︒
お
じ
い
さ
ん
は
桑
名
か
ら
富
洲
原
︑
四
日
市
の
学
校
の
校
長
し
と
る
か
ら
︑
朝
早
く
か
ら
︒
私
は
自
転
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
︑
畑
の
手
伝
い
を
し
て
た
︒
連
れ
て
か
れ
て
︑
お
じ
い
さ
ん
は
一
生
懸
命
耕
し
て
た
︒
い
ろ
ん
な
野
菜
も
作
っ
て
た
な
︒
だ
か
ら
︑
食
料
難
の
戦
後
は
開
墾
畑
で
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
た
か
ら
助
け
ら
れ
た
︒
家
の
庭
で
は
か
ぼ
ち
ゃ
も
作
っ
て
た
︒
か
ぼ
ち
ゃ
︑
き
ゅ
う
り
︑
す
い
か
︒
す
い
か
は
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
︒
か
ぼ
ち
ゃ
は
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
た
︒
そ
れ
を
主
食
兼
お
か
ず
み
た
い
な
も
ん
や
な
︒
で
も
︑
お
米
は
作
れ
な
い
か
ら
足
ら
な
い
︒
そ
れ
は
︑
も
と
さ
ん
︵
お
母
さ
ん
︶
の
お
姉
さ
ん
の
家
が
︑
隣
の
農
家
に
お
米
を
も
ら
い
に
行
っ
て
い
た
︒
着
物
と
か
帯
を
変
え
て
く
る
︒
物
々
交
換
し
て
く
る
の
︒
何
回
も
そ
う
し
て
い
た
︒
調
：
野
草
は
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
ヨ
モ
ギ
と
か
オ
オ
バ
コ
と
か
︒
Ｃ
：
頻
繁
に
は
食
べ
な
い
が
︑
採
っ
て
き
て
ゆ
で
て
す
り
つ
ぶ
し
て
お
餅
に
し
て
い
た
︒
お
じ
い
さ
ん
の
作
っ
た
小
麦
で
う
ど
ん
を
作
っ
て
い
た
︒
ビ
ス
ケ
ッ
ト
作
っ
た
り
︒
美
味
し
い
砂
糖
が
た
く
さ
ん
な
い
け
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ど
︑
工
夫
し
て
し
て
い
た
︒
だ
か
ら
︑
さ
と
う
き
び
を
作
っ
て
い
た
︒
さ
と
う
き
び
は
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
て
よ
く
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
た
︒
甘
い
お
汁
を
吸
う
の
よ
︒
夏
は
そ
れ
が
美
味
し
か
っ
た
︒
冷
蔵
庫
は
な
い
し
︒
水
を
汲
ん
で
き
て
冷
や
し
と
く
と
か
な
︒
す
い
か
も
そ
こ
で
冷
や
し
て
い
た
︒
き
ゅ
う
り
も
︑
ト
マ
ト
も
︒
田
舎
に
い
て
父
が
勤
め
な
が
ら
農
業
を
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
野
菜
は
そ
ん
な
に
困
ら
な
か
っ
た
︒
お
米
は
な
か
っ
た
け
ど
︒
お
米
は
物
々
交
換
す
る
く
ら
い
で
︒
調
：
イ
ナ
ゴ
は
食
べ
て
い
ま
し
た
か
？
Ｃ
：
イ
ナ
ゴ
は
食
べ
て
ま
し
た
よ
︒
イ
ナ
ゴ
は
フ
ン
を
出
さ
す
の
︒
一
晩
お
い
て
ね
︒
そ
う
す
る
と
︑
夜
の
間
に
ふ
ん
を
す
る
か
ら
中
が
き
れ
い
に
な
る
︒
そ
れ
を
炒
っ
て
甘
辛
く
炒
め
て
食
べ
る
の
︒
美
味
し
か
っ
た
︒
エ
ビ
食
べ
る
み
た
い
な
も
ん
︒
蜂
の
子
も
食
べ
た
︒
調
：
蜂
の
子
は
捕
っ
て
食
べ
て
た
ん
で
す
か
︒
Ｃ
：
蜂
の
巣
を
捕
っ
て
食
べ
て
い
た
︒
変
わ
っ
た
食
べ
物
や
と
︑
ジ
ュ
ン
サ
イ
︒
調
：
ジ
ュ
ン
サ
イ
？
Ｃ
：
長
良
川
が
そ
ば
に
あ
っ
て
︑
そ
こ
に
水
草
み
た
い
な
蓮
み
た
い
な
も
の
で
つ
る
つ
る
し
た
中
に
芽
が
生
え
と
る
や
つ
︒
美
味
し
い
よ
︒
そ
れ
を
一
升
瓶
一
杯
に
入
れ
て
︑
そ
れ
を
酢
醬
油
で
食
べ
て
い
た
︒
大
麦
を
炒
っ
て
粉
に
し
て
塩
と
砂
糖
の
汁
を
入
れ
て
は
っ
た
い
粉
に
し
て
食
べ
る
の
︒
そ
れ
も
美
味
し
い
よ
︒
そ
れ
ば
か
り
だ
と
嫌
に
な
る
け
ど
︒
そ
れ
か
ら
︑
き
な
こ
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
ま
し
た
︒
そ
れ
と
︑
た
け
の
こ
︒
た
け
の
こ
を
採
っ
て
き
て
︑
食
べ
て
︑
竹
の
皮
に
梅
干
し
入
れ
て
吸
っ
て
た
︒
ガ
ム
で
は
な
い
け
ど
︑
お
菓
子
が
少
な
い
か
ら
そ
う
や
っ
て
食
べ
た
ん
よ
︒
な
ん
で
か
︑
多
度
は
心
太
が
多
か
っ
た
︒
お
店
が
そ
ば
に
あ
っ
て
よ
く
食
べ
に
行
っ
て
い
た
︒
調
：
で
は
次
に
︑
戦
時
中
に
し
て
い
た
遊
び
は
何
で
す
か
︒
Ｃ
：
缶
詰
の
缶
に
紐
つ
け
て
ポ
ッ
ク
リ
ポ
ッ
ク
リ
歩
い
て
み
た
り
︑
缶
蹴
り
し
た
り
︒
こ
れ
は
︑人
は
し
て
い
た
け
ど
︑私
は
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
︒
で
も
︑
私
は
あ
ま
り
遊
べ
な
か
っ
た
︒
弟
と
妹
の
お
世
話
を
し
と
っ
た
か
ら
︒
そ
の
子
ら
に
︑
に
ん
じ
ん
と
か
で
野
菜
ス
ー
プ
作
っ
た
り
や
ぎ
の
乳
を
飲
ま
し
た
り
︑
足
り
な
い
時
は
お
か
ゆ
さ
ん
で
重
湯
を
作
っ
て
飲
ま
し
た
り
し
て
さ
︒
母
が
病
気
し
て
寝
込
ん
で
た
か
ら
弟
︑
妹
の
面
倒
を
見
て
い
た
︒
ぱ
っ
か
ん
︑
カ
ー
ド
を
地
面
に
た
た
き
つ
け
て
他
の
カ
ー
ド
が
め
く
れ
た
ら
い
い
っ
て
い
う
遊
び
︒
百
人
一
首
も
し
て
い
た
︒
坊
主
め
く
り
し
て
︒
上
品
な
使
い
方
で
は
な
い
︒
花
札
も
︒
調
：
そ
う
い
っ
た
遊
び
は
誰
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
か
？
Ｃ
：
近
所
の
人
達
と
︒
で
も
︑
私
は
お
参
道
し
て
た
か
ら
暇
は
な
か
っ
た
︒
勉
強
す
る
暇
も
な
か
っ
た
︒
い
つ
も
︑
弟
を
お
ん
ぶ
し
て
い
た
︒
妹
の
お
世
話
も
し
て
︑
お
掃
除
︑
洗
濯
も
し
て
︒
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
― 87―
調
：
家
事
も
し
て
た
ん
で
す
ね
︒
Ｃ
：
そ
う
︒
ほ
と
ん
ど
し
て
い
た
︒
父
も
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
た
け
ど
︑
仕
事
で
朝
六
時
ぐ
ら
い
の
電
車
に
の
っ
て
い
く
か
ら
︑
ほ
と
ん
ど
私
が
し
て
た
ね
︒
朝
三
時
に
起
こ
さ
れ
て
畑
に
連
れ
て
い
か
れ
て
手
伝
っ
て
ま
し
た
わ
︒
え
ら
か
っ
た
︒
今
の
人
ら
は
幸
せ
︒
今
の
生
活
は
あ
り
が
た
く
思
わ
な
あ
か
ん
な
︒
調
：
遊
ぶ
と
い
う
よ
り
か
は
お
世
話
や
家
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ん
で
す
ね
︒
Ｃ
：
そ
う
で
す
︒
弟
を
背
中
に
負
ぶ
っ
て
あ
っ
た
か
く
な
っ
て
き
た
わ
と
思
っ
た
ら
お
っ
し
こ
さ
れ
て
た
︒
あ
と
︑
た
ま
に
け
ん
け
ん
ぱ
を
し
て
い
た
︒
周
り
は
よ
く
し
て
い
た
︒
学
校
行
っ
て
暇
に
な
る
と
あ
や
と
り
し
て
い
た
︒
調
：
お
も
ち
ゃ
は
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
Ｃ
：
な
わ
と
び
ぐ
ら
い
︒
お
も
ち
ゃ
は
な
い
︒
自
分
ら
で
作
ら
な
な
い
︒
あ
っ
︑
お
て
だ
ま
︒
中
に
石
や
ら
小
豆
を
入
れ
て
や
っ
て
た
わ
︒
あ
と
︑
お
は
じ
き
︑
ガ
ラ
ス
玉
で
遊
ん
で
い
た
︒
遊
び
兼
実
用
的
な
の
は
︑
手
袋
を
編
ん
だ
り
な
︒
編
み
物
︒
簡
単
な
シ
ョ
ー
ル
︒
自
給
自
足
で
︒
帽
子
︑
襟
巻
︑
靴
下
︑
腹
巻
も
作
っ
て
い
た
︒
調
：
本
は
読
ん
で
い
ま
し
た
か
︒
Ｃ
：
本
は
好
き
で
よ
く
読
ん
で
い
た
︒
本
は
暇
が
あ
る
と
︑
お
風
呂
が
焚
き
上
が
る
間
と
か
に
︒
調
：
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
か
︒
Ｃ
：
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
︒
そ
れ
か
ら
︑
偉
人
伝
︒
私
は
偉
人
伝
好
き
や
っ
た
な
︒
で
も
︑
歴
史
小
説
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
︒
今
に
な
っ
て
兄
弟
が
多
く
て
よ
か
っ
た
っ
て
思
う
け
ど
︑
当
時
は
み
ん
な
面
倒
見
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
悲
観
的
に
み
て
い
た
部
分
は
あ
っ
た
︒
調
：
雑
誌
は
読
ん
で
い
ま
し
た
か
︒
Ｃ
：
小
さ
い
頃
は
本
は
と
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
後
に
な
っ
て
か
ら
︵
終
戦
後
︶
は
読
ん
で
い
た
け
ど
も
︒
中
学
生
に
な
る
と
︑﹃
中
学
時
代
﹄
と
か
は
読
ん
で
い
た
︒
調
：
学
校
で
の
遊
び
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｃ
：
学
校
と
い
え
ば
︑
ゴ
ム
飛
び
や
な
︒
長
い
ゴ
ム
を
回
し
て
飛
ん
だ
り
︑
ゴ
ム
を
張
っ
て
そ
れ
を
飛
び
越
え
た
り
︒
あ
と
は
︑
ボ
ー
ル
を
ポ
ン
ポ
ン
つ
く
ぐ
ら
い
か
な
︒
調
：
ボ
ー
ル
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
Ｃ
：
小
さ
い
ボ
ー
ル
や
け
ど
な
︒
で
も
︒
学
校
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
あ
っ
た
よ
︒
た
く
さ
ん
は
な
い
け
ど
︒
調
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
し
て
た
ん
で
す
か
︒
Ｃ
：
あ
ん
ま
り
好
き
や
な
な
か
っ
た
か
ら
し
て
な
い
︒
私
は
運
動
す
る
こ
と
が
苦
手
や
っ
た
な
︒
練
習
し
と
る
暇
も
な
い
し
︒
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Ｄ
さ
ん
調
：
戦
時
中
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
四
日
市
市
新
丁
︒
調
：
何
人
家
族
で
し
た
か
︒
Ｄ
：
家
族
と
し
て
は
両
親
と
都
市
の
離
れ
た
姉
が
二
人
い
て
︑
四
日
市
空
襲
の
あ
た
り
で
は
兄
が
出
征
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
︑
家
族
と
し
て
は
五
人
家
族
︒
調
：
戦
時
中
は
ど
の
よ
う
な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
ほ
と
ん
ど
外
で
遊
べ
る
こ
と
で
︑
単
純
に
鬼
ご
っ
こ
︑
軍
艦
遊
び
︑
コ
マ
回
し
︒
ゲ
ー
ム
と
か
は
な
い
︒
ト
ラ
ン
プ
は
あ
っ
た
け
ど
︑
時
た
ま
︑
カ
ル
タ
を
し
て
い
た
︒
イ
ロ
ハ
か
る
た
︒
調
：
戦
争
ご
っ
こ
は
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
し
て
い
ま
し
た
ね
︒
そ
れ
を
軍
艦
遊
び
と
言
っ
て
い
ま
し
た
︒
軍
艦
遊
び
は
︑
三
種
類
に
分
か
れ
て
︑
軍
艦
︑
飛
行
機
︑
こ
れ
に
は
強
い
け
ど
︑
こ
れ
に
は
負
け
る
︒
鬼
ご
っ
こ
に
か
ね
て
遊
ん
だ
り
︒
戦
時
中
は
ほ
と
ん
ど
そ
ん
な
ん
︒
調
：
双
六
は
あ
り
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
あ
っ
た
け
ど
︑
そ
れ
は
お
正
月
に
し
て
い
た
︒
正
月
だ
と
︑
諏
訪
神
社
に
サ
ー
カ
ス
が
あ
っ
た
り
と
か
ね
︒
い
わ
ゆ
る
出
店
と
い
う
や
つ
で
す
か
︒
そ
う
い
う
の
が
楽
し
み
で
し
た
︒
あ
と
は
︑
紙
芝
居
が
あ
り
ま
し
た
︒
楽
し
み
は
そ
ん
な
も
の
︒
調
：
何
人
ぐ
ら
い
で
紙
芝
居
を
聞
い
て
い
た
ん
で
す
か
︒
Ｄ
：
毎
日
で
は
な
か
っ
た
︒
三
日
に
一
回
か
週
に
一
回
く
ら
い
︒
紙
芝
居
屋
さ
ん
︒
一
回
見
る
の
に
代
金
払
っ
て
︑
ち
ょ
っ
と
し
た
飴
っ
と
か
駄
菓
子
を
買
っ
て
︑
買
っ
た
人
が
見
れ
る
ん
で
す
ね
︒
自
転
車
に
の
せ
て
や
っ
て
く
る
︒
大
体
二
話
か
三
話
の
話
︒﹃
黄
金
バ
ッ
ト
﹄
と
か
ね
︒﹃
怪
人
二
十
面
相
﹄
と
か
ね
︒
そ
ん
な
ん
を
や
っ
て
く
れ
て
︑
二
〇
人
前
後
が
集
ま
っ
て
︑
お
金
の
な
い
人
は
た
だ
見
で
す
ね
︒
後
ろ
の
方
か
ら
一
緒
に
見
る
︒
調
：
雑
誌
は
読
ま
れ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
そ
の
頃
は
︑
雑
誌
は
高
価
で
し
た
け
ど
︑﹃
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
﹄︒
い
わ
ゆ
る
幼
稚
園
児
向
け
の
雑
誌
︒
一
般
で
は
︑
本
を
月
刊
誌
と
か
︑
当
時
は
︑
週
刊
誌
は
な
か
っ
た
け
ど
も
︑
本
を
買
っ
て
読
む
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
︒
調
：
木
の
実
を
採
っ
た
り
イ
ナ
ゴ
を
捕
っ
た
り
と
か
は
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
そ
れ
は
︑
終
戦
︒
四
日
市
が
空
襲
で
焼
か
れ
た
の
で
︑
疎
開
し
た
ん
で
す
ね
︒
今
の
川
越
に
︒
イ
ネ
科
で
す
か
ら
︑
疎
開
し
て
食
べ
る
も
の
は
主
食
で
さ
つ
ま
い
も
︑
主
食
で
あ
と
は
︑
時
期
的
に
夏
休
み
で
す
か
ら
︑
か
ぼ
ち
ゃ
︑
な
す
び
︑
き
ゅ
う
り
と
か
︒
田
舎
で
す
か
ら
︑
野
菜
は
親
戚
が
分
け
て
く
れ
た
︒
で
も
︑
米
は
配
給
で
結
局
︑
主
食
は
さ
つ
ま
い
も
︑
お
か
ず
は
近
く
の
川
で
魚
を
捕
っ
た
り
︑
エ
ビ
を
捕
っ
た
り
︒
毎
日
の
よ
う
に
︒
そ
れ
は
子
ど
も
の
役
目
で
し
た
︒
そ
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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れ
を
お
か
ず
に
し
て
︑
田
ん
ぼ
に
は
タ
ニ
シ
が
い
て
そ
れ
も
食
べ
た
し
︑
イ
ナ
ゴ
も
い
た
か
ら
焼
い
た
り
佃
煮
に
し
て
食
べ
て
ま
し
た
︒
お
か
ず
は
そ
ん
な
形
で
︑
と
に
か
く
食
べ
る
こ
と
に
一
生
懸
命
︒
一
日
一
日
を
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
く
か
︒
そ
ん
な
生
活
で
し
た
ね
︒
親
戚
の
と
こ
ろ
は
︑
ほ
と
ん
ど
一
軒
一
軒
内
風
呂
を
持
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
︑
そ
の
風
呂
を
使
わ
し
て
も
ら
っ
て
た
け
ど
︑
毎
日
で
は
な
く
︑
一
日
お
き
と
か
で
使
っ
て
い
た
の
で
あ
ま
り
お
風
呂
に
は
入
れ
な
か
っ
た
︒
だ
か
ら
︑
夜
に
な
る
と
近
く
の
小
川
で
風
呂
代
わ
り
に
入
っ
て
い
た
︒
調
：
す
い
と
ん
は
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
私
の
食
べ
て
い
た
す
い
と
ん
は
︑
上
等
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒
当
時
四
日
市
で
は
製
油
工
場
み
た
い
な
豆
か
ら
油
を
搾
っ
て
い
く
工
場
が
あ
っ
て
︑
そ
の
圧
縮
し
た
豆
の
搾
り
か
す
を
手
に
入
れ
て
︑
う
ど
ん
粉
︵
小
麦
粉
︶
も
あ
ま
り
手
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
︑
搾
り
か
す
を
小
麦
粉
の
つ
な
ぎ
に
し
て
団
子
に
し
て
食
べ
て
い
た
︒
味
も
な
く
︑
ぱ
さ
ぱ
さ
︒
で
も
︑
汁
団
子
︵
す
い
と
ん
︶
は
食
べ
れ
た
ら
い
い
方
︒
と
に
か
く
︑
味
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
︒
食
べ
て
お
腹
が
膨
れ
た
ら
い
い
︒
調
：
ヨ
モ
ギ
や
オ
オ
バ
コ
の
よ
う
な
野
草
は
食
べ
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
ヨ
モ
ギ
は
ヨ
モ
ギ
団
子
に
し
て
食
べ
て
い
た
︑
オ
オ
バ
コ
は
食
べ
れ
る
け
ど
︑
あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た
︒
調
：
野
草
は
食
べ
て
い
た
ん
で
す
ね
︒
Ｄ
：
さ
つ
ま
い
も
の
つ
る
︒
あ
れ
も
︑
皮
を
む
い
て
ね
︑
み
そ
汁
に
入
れ
た
り
し
て
︑
さ
つ
ま
い
も
の
つ
る
ま
で
食
べ
て
い
ま
し
た
︒
調
：
カ
エ
ル
は
食
べ
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
カ
エ
ル
は
食
べ
な
か
っ
た
ね
︒
調
：
家
で
何
か
育
て
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
か
︒
Ｄ
：
川
越
で
二
か
月
く
ら
い
疎
開
し
て
︑
塩
浜
の
方
で
海
軍
燃
料
廠
さ
ん
が
建
て
た
住
宅
が
一
般
に
貸
し
出
さ
れ
て
そ
こ
が
借
り
れ
て
そ
こ
の
庭
で
じ
ゃ
が
い
も
を
結
構
作
っ
て
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
︒
調
：
そ
こ
で
小
麦
は
作
っ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
そ
ん
な
ん
は
作
っ
て
な
い
︒
調
：
ほ
か
に
さ
つ
ま
い
も
︑
か
ぼ
ち
ゃ
は
作
っ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｄ
：
さ
つ
ま
い
も
は
作
っ
て
ま
し
た
︒
小
さ
な
庭
で
す
か
ら
︒
Ｅ
さ
ん
調
：
戦
時
中
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
︒
Ｅ
：
名
古
屋
市
の
茶
屋
ヶ
坂
︒
調
：
家
族
は
何
人
い
た
ん
で
す
か
︒
Ｅ
：
六
人
︒
兄
が
二
人
︑
姉
が
一
人
︑
弟
一
人
︑
妹
は
一
人
︒
調
：
戦
時
中
は
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｅ
：
戦
争
中
は
遊
ぶ
道
具
が
な
か
っ
た
で
す
ね
︒
お
も
ち
ゃ
を
作
る
資
材
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が
全
部
戦
争
の
方
に
も
っ
て
か
れ
て
︒
遊
ぶ
と
い
っ
て
も
手
作
り
か
な
︒
例
え
ば
︑
紙
鉄
砲
︒
竹
の
筒
で
紙
を
詰
め
込
ん
で
中
へ
入
れ
て
空
気
が
圧
縮
さ
れ
て
ス
ポ
ー
ン
っ
て
飛
ん
で
い
く
︒
調
：
そ
う
い
っ
た
遊
び
は
ど
の
く
ら
い
の
人
数
で
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
か
︒
Ｅ
：
結
構
︑
兄
弟
で
遊
ぶ
と
か
︑
友
達
同
士
で
遊
ぶ
と
か
︒
結
局
︑
お
金
の
か
か
ら
な
い
遊
び
で
︑
で
も
︑
コ
マ
は
あ
っ
た
︒
正
月
な
ん
か
の
コ
マ
︒
そ
れ
と
︑
竹
馬
︒
竹
馬
も
よ
く
や
っ
た
︒
学
年
が
あ
が
る
と
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
い
く
︒
一
年
生
は
竹
の
一
節
︒
二
年
生
は
二
節
と
か
︒
そ
れ
か
ら
︑
缶
詰
の
缶
に
紐
つ
け
て
缶
マ
ッ
チ
︒
こ
れ
も
よ
く
や
っ
て
い
た
︒
缶
蹴
り
︒
鬼
が
一
人
お
っ
て
名
前
を
呼
ぶ
と
名
前
が
封
じ
込
め
ら
れ
る
︒
調
：
鬼
ご
っ
こ
は
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｅ
：
鬼
ご
っ
こ
は
や
っ
た
ね
︒
そ
れ
か
ら
︑
電
車
ご
っ
こ
︒
縄
で
走
る
︒
正
月
に
な
る
と
カ
ル
タ
︑
双
六
︒
調
：
双
六
は
あ
っ
た
ん
で
す
ね
︒
Ｅ
：
あ
り
ま
し
た
︒
そ
れ
と
︑
お
手
玉
︑
お
は
じ
き
は
姉
た
ち
が
や
っ
て
い
た
︒
だ
か
ら
︑
お
金
が
か
か
る
よ
う
な
そ
う
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
︒
そ
れ
で
私
の
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
茶
屋
ヶ
坂
に
砲
車
ほ
う
の
陣
地
が
あ
っ
た
︒
飛
行
機
を
打
つ
大
砲
を
作
る
陣
地
が
山
の
上
に
あ
っ
た
︒
軍
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
︒
私
の
家
の
近
く
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
軍
隊
が
往
来
し
て
い
た
︒
物
心
つ
い
た
こ
ろ
に
は
基
地
に
い
る
み
た
い
な
感
覚
︒
森
の
中
で
練
習
を
す
る
も
ん
だ
か
ら
︒
陣
地
か
ら
下
へ
降
り
て
き
て
︑
民
間
人
の
近
く
で
練
習
を
し
て
い
た
︒
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
︒
意
外
に
も
子
ど
も
に
は
お
う
よ
う
で
︑
陣
地
の
中
に
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
︒
夜
︑
陣
地
で
映
写
会
が
あ
る
と
︑
民
間
人
を
中
に
入
れ
て
く
れ
た
︒
入
っ
て
映
画
を
一
緒
に
見
て
た
︒
調
：
映
画
を
見
て
た
ん
で
す
か
？
Ｅ
：
う
ん
︒
そ
う
い
う
時
代
︒
見
張
り
が
一
人
し
か
い
な
い
か
ら
︑
陣
地
に
入
っ
て
も
何
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
︒
近
く
に
池
が
あ
っ
て
︑
池
で
遊
ん
で
い
た
︒
ボ
ー
ト
乗
っ
た
り
︒
で
も
︑
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
全
部
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︒
出
入
り
は
怒
ら
れ
な
か
っ
た
︒
調
：
先
ほ
ど
︑
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
い
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
が
︑
他
に
ご
っ
こ
遊
び
は
し
て
い
ま
し
た
か
︒
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
と
か
︒
Ｅ
：
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
は
し
て
い
た
ね
︒
騎
馬
戦
︒
小
学
校
一
年
生
の
時
︑
騎
馬
戦
よ
く
し
て
い
た
よ
︒
学
校
で
隣
の
組
と
︒
調
：
戦
争
ご
っ
こ
は
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｅ
：
戦
争
ご
っ
こ
っ
て
い
っ
て
も
ね
︒
あ
ん
ま
り
ね
︒
石
投
げ
は
や
っ
て
い
た
な
︒
石
投
げ
合
戦
︒
あ
と
︑
泥
遊
び
︒
池
と
か
で
︒
調
：
そ
の
池
で
泳
ぐ
こ
と
は
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｅ
：
泳
ぐ
こ
と
は
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
︒
も
う
ひ
と
つ
面
白
い
の
が
あ
る
ん
だ
け
ど
︑
茶
屋
ヶ
坂
の
池
で
︑
土
管
が
通
じ
て
い
て
︑
そ
の
何
百
メ
ー
ト
ル
あ
る
土
管
を
く
ぐ
っ
て
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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た
︒
魚
を
網
で
受
け
取
っ
て
た
︒
土
管
の
中
に
魚
が
い
る
も
の
だ
か
ら
︒
綺
麗
な
水
が
流
れ
て
い
る
か
ら
︒
魚
を
捕
る
た
め
に
土
管
を
く
ぐ
っ
て
い
た
︒
こ
れ
は
︑
半
分
肝
試
し
だ
ね
︒
真
っ
暗
の
中
を
く
ぐ
っ
て
い
た
︒
今
思
う
と
危
な
か
っ
た
な
︒
で
も
︑
当
時
は
親
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
︒
違
う
池
で
は
︑
兄
が
泳
い
で
い
た
︒
遊
び
も
︑
物
が
な
い
か
ら
ね
︒
調
：
そ
う
で
す
よ
ね
︒
お
も
ち
ゃ
な
ん
て
な
い
で
す
も
ん
ね
︒
Ｅ
：
そ
う
だ
ね
︒
面
白
か
っ
た
の
は
終
戦
後
︒
田
舎
に
疎
開
し
た
︒
私
の
母
が
石
薬
師
出
身
で
父
が
庄
野
市
出
身
︒
山
の
花
に
疎
開
し
て
農
家
を
一
軒
借
り
た
か
買
っ
た
か
忘
れ
た
け
ど
︑
そ
こ
に
疎
開
し
た
︒
山
の
花
の
森
の
中
に
飛
行
機
が
た
く
さ
ん
隠
し
て
あ
っ
た
︒
近
く
に
鈴
鹿
の
航
空
隊
が
あ
っ
た
で
し
ょ
︒
そ
こ
の
秘
密
に
基
地
が
あ
っ
た
︒
で
も
︑
ア
メ
リ
カ
は
知
っ
て
た
よ
︒
そ
の
飛
行
機
を
見
に
い
っ
た
︒
疎
開
先
で
は
飛
行
沖
を
よ
く
見
に
い
っ
た
り
︑
近
く
に
丘
陵
地
帯
の
斜
面
に
陸
軍
が
駐
屯
し
て
い
て
陣
地
を
作
っ
て
た
︒
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
︒
要
は
本
土
決
戦
に
備
え
て
︒
こ
の
軍
隊
も
お
う
よ
う
な
軍
隊
で
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
︒
隊
長
が
︑
人
柄
が
よ
く
て
︑
子
ど
も
が
兵
舎
に
行
っ
て
も
何
に
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
︒
無
線
機
で
遊
ば
せ
て
く
れ
た
︒
軍
事
基
地
の
中
に
国
民
が
住
ん
で
い
た
感
じ
︒
私
か
ら
す
る
と
︒
そ
こ
ら
中
に
軍
隊
が
い
た
か
ら
︒
夕
方
に
行
く
と
作
業
が
終
わ
っ
て
夕
食
が
始
ま
る
︒
当
時
は
質
素
な
物
で
芋
を
ふ
か
し
た
も
の
︑
じ
ゃ
が
い
も
を
ふ
か
し
た
も
の
と
か
︒
そ
ん
な
も
の
を
食
べ
て
終
わ
り
︒
一
緒
に
食
べ
さ
し
て
く
れ
た
︒
隊
長
が
じ
ゃ
が
い
も
を
く
れ
て
食
べ
て
い
た
︒
調
：
い
も
を
食
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ん
で
す
ね
︒
Ｅ
：
そ
う
︒
芋
が
多
か
っ
た
よ
︒
一
番
面
白
か
っ
た
の
は
戦
後
︒
飛
行
機
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
引
き
上
げ
っ
て
た
︒
森
の
中
に
二
機
あ
っ
た
︒
一
つ
は
双
発
の
大
き
な
飛
行
機
︒
も
う
一
つ
は
単
発
の
戦
闘
機
︒
森
の
中
に
エ
ン
ジ
ン
と
か
い
ろ
ん
な
も
の
隠
し
て
あ
っ
た
︒
兄
た
ち
は
そ
こ
へ
よ
く
行
っ
て
︑
実
際
︑
兵
器
が
あ
っ
た
︒
拳
銃
と
か
︒
そ
う
い
う
も
の
を
実
際
に
う
っ
た
︒
実
物
で
遊
ん
だ
︒
そ
れ
か
ら
︑
実
包
が
子
ど
も
た
ち
に
も
出
回
っ
た
︒
私
も
持
っ
て
い
た
︒
そ
れ
を
︑
土
の
中
に
埋
め
て
薬
き
ょ
う
の
火
薬
に
火
が
つ
い
て
︑
爆
発
さ
せ
る
︒
こ
う
い
う
遊
び
を
し
て
い
た
︒
も
う
一
つ
︑
森
の
中
に
お
い
て
い
っ
た
飛
行
機
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
た
︒
し
ば
ら
く
た
つ
と
︑
飛
行
機
を
解
体
し
た
︒
戦
争
中
は
あ
ま
り
遊
び
は
な
か
っ
た
け
ど
︑
戦
後
は
面
白
か
っ
た
︒
調
：
次
は
食
べ
物
に
つ
い
て
な
ん
で
す
が
︑
芋
を
た
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
が
︑
す
い
と
ん
は
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｅ
：
食
べ
た
︒
調
：
そ
れ
は
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
︒
Ｅ
：
名
古
屋
に
い
て
︑
昭
和
十
九
年
の
十
二
月
十
三
日
に
三
菱
の
発
動
機
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の
爆
撃
が
あ
る
ん
で
す
よ
︒
そ
の
時
︑
家
が
燃
え
た
︒
空
襲
に
あ
う
前
は
食
べ
物
は
ま
だ
よ
か
っ
た
︒
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ひ
も
じ
く
は
な
か
っ
た
︒
で
も
︑
そ
の
爆
撃
が
あ
っ
て
か
ら
は
ひ
ど
か
っ
た
︒
中
村
区
へ
避
難
し
て
お
じ
の
家
に
︒
一
晩
で
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
た
︒
そ
の
頃
か
ら
ひ
ど
く
て
︑
す
い
と
ん
っ
て
い
う
て
も
汁
に
粉
で
作
っ
た
だ
ん
ご
が
入
っ
て
い
る
だ
け
だ
よ
︒
そ
れ
で
も
︑
食
べ
れ
ば
い
い
方
だ
っ
た
︒
代
用
食
と
か
わ
け
わ
か
ら
ん
の
あ
っ
た
わ
︒
一
番
食
べ
れ
な
か
っ
た
の
は
豆
か
す
︒
調
：
豆
か
す
？
Ｅ
：
今
は
家
畜
の
飼
料
に
な
っ
て
い
る
も
の
︒
そ
の
豆
か
す
は
配
給
が
あ
っ
た
︒
あ
れ
は
食
べ
れ
な
か
っ
た
︒
調
：
ヨ
モ
ギ
と
か
オ
オ
バ
コ
と
か
の
草
は
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｅ
：
そ
う
い
う
思
い
出
は
記
憶
に
な
い
ね
︒
土
筆
は
食
べ
た
よ
︒
あ
と
は
︑
い
な
ご
︒
代
用
食
で
さ
つ
ま
い
も
で
し
ょ
︒
一
番
芋
類
が
多
か
っ
た
︒
か
ぼ
ち
ゃ
︒
こ
れ
は
食
べ
れ
ば
い
い
方
だ
っ
た
ね
︒
白
い
ご
飯
な
ん
て
滅
多
に
な
い
︒
た
だ
︑
名
古
屋
の
都
市
部
の
小
学
校
は
給
食
が
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
は
一
切
れ
の
パ
ン
︒
パ
ン
は
雑
穀
が
入
っ
て
い
た
け
ど
︑
美
味
し
か
っ
た
︒
パ
ン
か
︑
ご
飯
︒
初
め
の
う
ち
は
白
い
ご
飯
を
食
べ
て
た
け
ど
︑
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
︑
ご
飯
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
入
っ
て
い
た
︒
ネ
ギ
と
か
︒
あ
と
は
︑
吸
い
物
︒
っ
て
い
う
て
も
具
は
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
お
ら
ず
︑
量
も
足
り
な
か
っ
た
︒
親
に
と
っ
て
は
給
食
が
あ
る
こ
と
は
助
か
っ
た
と
思
う
よ
︒
名
古
屋
の
中
村
区
で
六
月
ご
ろ
ま
で
い
た
︒
中
村
区
に
も
空
襲
が
あ
っ
て
︑夜
寝
れ
な
い
こ
と
が
辛
か
っ
た
︒
夜
中
に
空
襲
が
あ
っ
て
︑
起
こ
さ
れ
て
防
空
壕
に
入
る
と
い
う
生
活
が
続
い
た
ね
︒
精
神
的
に
ま
い
る
︒
茶
屋
ヶ
坂
で
爆
撃
を
受
け
て
中
村
区
へ
行
っ
て
六
月
の
半
ば
ご
ろ
ま
で
︒
学
校
が
閉
鎖
に
な
っ
て
両
親
が
こ
れ
で
は
だ
め
だ
と
し
て
山
の
花
へ
縁
故
疎
開
し
た
︒
田
舎
へ
行
く
と
空
襲
は
な
い
︒
し
か
し
︑
機
銃
掃
射
は
あ
っ
た
︒
直
接
打
た
れ
て
な
い
け
ど
︑
機
銃
掃
射
は
み
た
︒
ど
こ
か
ら
飛
ん
で
く
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
が
怖
か
っ
た
︒
だ
か
ら
︑
当
時
は
制
空
権
は
ア
メ
リ
カ
が
も
っ
て
い
た
か
ら
爆
音
が
聞
こ
え
て
き
た
ら
ど
こ
か
へ
隠
れ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
た
︒
飛
行
機
が
き
た
ら
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
だ
と
思
え
っ
て
言
わ
れ
て
い
た
︒
田
舎
へ
疎
開
し
た
ら
食
べ
物
は
意
外
と
あ
っ
た
︒
調
：
畑
は
あ
り
ま
し
た
か
︒
Ｅ
：
畑
は
な
か
っ
た
け
ど
︑
母
方
は
農
家
で
大
き
な
田
ん
ぼ
を
持
っ
て
い
て
食
料
は
あ
っ
た
︒
援
助
を
受
け
て
い
た
︒
だ
か
ら
︑
田
舎
に
い
る
時
は
そ
こ
ま
で
ひ
も
じ
く
は
な
か
っ
た
け
ど
︑
名
古
屋
に
い
る
と
き
は
ひ
ど
か
っ
た
︒
父
が
時
々
︑
援
助
に
い
っ
て
い
た
︒
で
も
︑
取
り
締
ま
り
に
あ
っ
て
も
ら
っ
た
食
べ
物
を
没
収
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
︒
大
体
は
も
っ
て
帰
っ
て
き
た
︒
父
は
三
菱
発
動
機
に
勤
め
て
い
た
た
め
︑
そ
の
工
場
が
あ
る
茶
屋
ヶ
坂
に
住
ん
で
い
た
︒
一
番
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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上
の
兄
は
学
徒
動
員
で
同
じ
工
場
で
働
い
て
い
た
︒
二
人
と
も
運
よ
く
帰
っ
て
き
た
︒
父
は
年
も
年
だ
か
ら
軍
隊
に
は
い
っ
て
い
な
い
︒
︵
老
人
ホ
ー
ム
︶
調
：
太
平
洋
戦
争
中
は
ど
ち
ら
に
住
ん
で
い
ま
し
た
か
︒
Ｆ
：
私
は
横
浜
で
す
︒
も
う
結
婚
し
て
ま
し
た
︒
一
九
歳
で
結
婚
し
た
も
ん
で
横
浜
に
ね
︑
主
人
が
勤
め
て
ま
し
た
で
︑
会
社
ね
︒
私
も
つ
い
て
い
き
ま
し
た
︒
横
浜
で
ち
ょ
う
ど
四
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
住
ん
で
い
ま
し
た
︒
田
舎
︵
三
重
県
︶
に
帰
っ
た
︒
Ｇ
：
戦
争
は
ど
こ
に
お
っ
た
か
な
︒
鳥
羽
で
す
︒
終
わ
り
は
ね
︒
Ｈ
：
私
は
十
九
年
か
知
ら
ん
け
ど
︑
東
京
へ
行
っ
た
ん
や
わ
︒
結
婚
し
て
東
京
で
戦
時
中
や
っ
た
け
ど
も
︒
そ
ん
な
に
え
ら
く
な
か
っ
た
な
︒
そ
の
時
︑
主
人
が
海
軍
や
っ
た
︒
海
軍
の
兵
隊
や
っ
た
︒
東
京
で
式
挙
げ
て
︑
そ
れ
か
ら
転
勤
に
な
っ
て
︑
静
岡
へ
転
勤
に
な
っ
た
も
ん
で
︒
そ
れ
こ
そ
二
か
月
く
ら
い
し
か
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
二
か
月
後
に
神
戸
の
造
船
上
へ
転
勤
に
な
っ
て
︑
明
石
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
︑
家
を
借
り
て
住
ん
で
お
り
ま
し
た
︒
そ
れ
か
ら
︑
神
戸
の
造
船
所
へ
な
︑
主
人
が
行
か
な
あ
か
ん
も
ん
で
朝
鮮
人
の
方
を
気
遣
っ
て
お
り
ま
し
た
︒
朝
鮮
人
の
方
を
一
〇
〇
人
く
ら
い
連
れ
て
半
年
く
ら
い
︵
住
ん
で
い
た
︶︒
明
石
と
い
う
と
こ
ろ
で
よ
く
爆
弾
を
落
と
さ
れ
て
あ
ち
こ
ち
に
逃
げ
て
助
か
っ
て
︒
終
戦
に
な
る
ま
で
明
石
に
お
り
ま
し
た
︒
終
戦
に
な
っ
て
家
︵
鈴
鹿
の
︶
に
帰
り
ま
し
た
︒
す
っ
と
帰
り
ま
し
た
︒
私
だ
け
な
︒
主
人
は
海
軍
な
の
で
残
っ
て
お
り
ま
し
た
︒
Ｉ
：
私
は
ね
︑
生
ま
れ
も
育
ち
も
南
玉
垣
︒
玉
垣
村
新
田
と
い
う
と
こ
ろ
︒
昭
和
五
年
の
十
二
月
九
日
生
ま
れ
で
︑戦
争
は
三
菱
の
整
備
で
す
ね
︒
戦
機
の
︵
造
る
と
こ
ろ
︶︑
あ
れ
に
お
り
ま
し
て
︒
終
戦
ま
で
︵
三
菱
で
戦
機
を
造
っ
て
い
た
︶︒
︱
そ
こ
に
お
勤
め
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
か
︒
三
菱
の
整
備
工
場
で
す
わ
︒
飛
行
機
︑
航
空
機
︑
戦
闘
機
ね
︒
全
部
で
何
万
と
い
う
工
場
が
あ
っ
た
ん
で
す
わ
︒
そ
っ
か
ら
飛
行
機
を
持
っ
て
行
っ
て
私
ら
の
所
わ
た
っ
て
︑
オ
ッ
ケ
ー
に
な
っ
た
ら
海
軍
に
渡
し
て
南
方
へ
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
︒
Ｊ
：
愛
知
県
の
対
馬
︒
調
：
家
族
は
何
人
で
し
た
か
︒
Ｈ
：
私
は
三
人
︒
Ｆ
：
横
浜
で
な
︑
ち
ょ
う
ど
四
月
い
っ
ぱ
い
四
か
月
横
浜
で
暮
ら
し
ま
し
た
け
ど
も
︒
私
と
主
人
の
二
人
だ
け
︒
Ｊ
：
六
人
や
な
︒
Ｉ
：
四
人
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
︒
調
：
太
平
洋
戦
争
中
は
ど
の
よ
う
な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｆ
：
結
婚
し
と
る
と
遊
び
な
ん
て
な
︵
し
な
い
︶︒
Ｈ
：
映
画
は
見
に
行
き
ま
し
た
︒
戦
争
の
映
画
や
な
︒
白
子
に
映
画
館
が
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二
つ
あ
り
ま
し
て
︑
神
戸
に
二
つ
あ
っ
た
ん
で
す
わ
︒
海
軍
の
兵
隊
が
泊
ま
っ
て
い
て
︑
私
ら
も
何
百
回
も
観
に
行
っ
た
︒
調
：
本
と
か
雑
誌
は
読
ん
で
ま
し
た
か
︒
全
員
：
戦
争
中
は
読
ま
れ
へ
ん
だ
な
︒
調
：
次
は
食
事
な
ん
で
す
け
ど
︑
ど
の
よ
う
な
も
の
を
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｉ
：
食
事
は
ね
︑
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
ん
で
ね
︒
さ
つ
ま
い
も
と
か
ね
︒
あ
わ
︑
き
び
︒
さ
つ
ま
い
も
の
つ
る
ね
︒
葉
っ
ぱ
と
っ
て
︑
じ
く
︵
も
食
べ
て
い
た
︶︒
Ｆ
：
じ
く
な
︒
戦
争
中
は
な
︵
食
べ
て
い
た
︶︒
Ｇ
：
覚
え
て
な
い
な
︒
調
：
お
米
は
も
う
な
か
っ
た
で
す
か
︒
Ｈ
：
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ん
け
ど
︑
私
ら
の
所
は
な
か
っ
た
で
す
︒
Ｆ
：
そ
う
や
な
︒
Ｈ
：
私
ら
は
あ
ま
り
不
自
由
せ
ず
に
食
べ
て
い
ま
し
た
︒
Ｊ
：
終
戦
に
な
っ
て
か
ら
は
進
駐
軍
が
持
っ
て
き
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
い
う
の
は
口
に
入
っ
た
こ
と
な
い
︒︵
食
べ
た
こ
と
な
い
︶︒
調
：
す
い
と
ん
は
食
べ
て
ま
し
た
か
︒
Ｈ
：
う
ん
︒
Ｉ
：
食
べ
た
な
︒
Ｇ
：
す
い
と
ん
な
ん
か
覚
え
な
い
な
︒
Ｊ
：
だ
ん
ご
汁
言
う
て
た
︒
Ｆ
：
そ
う
そ
う
︒
汁
団
子
言
う
て
た
︒
調
：
そ
れ
は
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
︒
Ｈ
：
毎
日
一
食
ぐ
ら
い
食
べ
よ
っ
た
と
思
う
︒
Ｆ
：
ま
あ
な
︒
戦
争
中
は
な
︒
Ｈ
：
ま
た
︑
汁
団
子
っ
て
言
う
こ
と
も
︒
調
：
お
米
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
︒
Ｈ
：
そ
う
︒
お
米
は
少
な
い
も
ん
で
︒
Ｆ
：
少
な
い
︒
配
給
配
給
言
う
て
な
︒
も
ら
え
へ
ん
も
ん
︑
よ
う
け
な
︒
Ｈ
：
多
少
︑
家
で
作
っ
と
る
で
そ
ん
だ
け
の
生
活
が
で
き
た
︒
Ｆ
：
ま
あ
な
︑
百
姓
の
家
は
な
︑
え
え
わ
な
︒
Ｉ
：
一
種
間
に
い
っ
ぺ
ん
く
ら
い
の
配
給
で
ね
︒
あ
と
は
自
分
で
作
っ
た
物
で
︒
さ
つ
ま
い
も
と
か
な
︒
Ｈ
：
き
び
と
か
︑
あ
わ
と
か
畑
で
さ
︵
栽
培
し
て
い
た
︶︒
き
び
と
か
あ
わ
作
っ
た
わ
︒
Ｉ
：
私
ら
も
作
っ
た
︒
Ｈ
：
え
ら
か
っ
た
け
ど
な
︒
Ｊ
：
会
社
行
っ
と
っ
た
も
ん
で
な
︒
麦
飯
か
そ
ん
な
ん
や
な
︒
調
：
ヨ
モ
ギ
や
オ
オ
バ
コ
と
い
っ
た
野
草
や
蛇
や
イ
ナ
ゴ
と
い
っ
た
虫
は
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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Ｉ
：
イ
ナ
ゴ
は
捕
っ
て
食
べ
ま
し
た
︒
Ｆ
：
う
ー
ん
︒
Ｈ
：
そ
ん
な
ん
は
︵
食
べ
て
な
い
︶︒
Ｊ
：
野
草
は
食
べ
や
ん
だ
な
︒
調
：
Ｇ
さ
ん
は
何
を
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｇ
：
普
通
や
っ
た
ね
︒
特
別
な
食
べ
物
と
は
あ
ま
り
や
ら
ん
か
ら
ね
︒
Ｈ
：
そ
ん
な
に
不
自
由
し
て
見
え
な
か
っ
た
ん
や
な
︒
調
：
家
に
よ
っ
て
違
う
っ
て
こ
と
で
す
ね
︒
Ｈ
：
家
で
田
ん
ぼ
よ
う
け
作
っ
と
る
家
は
な
︒
Ｆ
：
え
え
わ
な
︒
Ｈ
：
供
出
に
な
︑
出
さ
ん
な
ら
ん
け
ど
も
︒
Ｆ
：
そ
ん
で
も
な
︒
Ｉ
：
強
制
的
に
何
俵
と
一
反
作
っ
と
る
と
割
り
当
て
が
あ
っ
た
︒
米
を
み
ん
な
供
出
し
て
ね
︒
自
分
と
こ
で
さ
つ
ま
い
も
食
べ
た
り
︒
Ｈ
：
自
分
と
こ
で
食
べ
や
ん
と
み
ん
な
供
出
な
ん
︒
Ｆ
：
み
ん
な
な
︒
Ｉ
：
み
ん
な
供
出
︒
Ｈ
：
上
手
い
こ
と
ご
ま
か
し
と
る
家
は
え
え
け
ど
︑
よ
う
ご
ま
か
さ
ん
だ
︒
で
も
︑
お
米
は
自
分
と
こ
の
分
は
少
し
だ
け
隠
し
と
っ
た
︒
︵
老
人
ホ
ー
ム
の
館
長
さ
ん
︶
：
昔
︑
イ
ナ
ゴ
捕
っ
て
た
わ
︒
Ｉ
：
今
は
薬
で
全
滅
し
と
る
け
ど
︑
昔
は
︑
よ
う
け
お
り
ま
し
た
︒
調
：
他
に
何
か
育
て
て
い
た
も
の
は
あ
り
ま
す
か
︒
Ｉ
：
さ
つ
ま
い
も
と
か
︑
小
麦
と
か
︒
Ｈ
：
麦
︒
小
麦
︒
Ｆ
：
そ
う
や
な
︒
Ｊ
：
そ
う
い
う
麦
と
か
小
麦
か
や
っ
た
な
︒
Ｉ
：
小
麦
は
作
っ
た
な
︒
Ｈ
：
う
ど
ん
は
よ
う
食
べ
た
︒
Ｉ
：
う
ど
ん
は
食
べ
た
︒
調
：
か
ぼ
ち
ゃ
と
か
育
て
て
ま
し
た
か
︒
Ｈ
：
作
り
ま
し
た
ね
︒
さ
つ
ま
い
も
は
よ
う
け
作
り
ま
し
た
︒
Ｉ
：
さ
つ
ま
い
も
ば
っ
か
で
す
わ
︵
作
っ
て
い
た
︶︒
畑
は
︒
そ
れ
で
大
阪
の
方
か
ら
買
い
に
来
た
ん
な
︒
み
ん
な
闇
列
車
に
乗
っ
て
大
阪
か
ら
皆
︵
三
重
ま
で
︶
買
い
に
来
ま
し
た
わ
︒
さ
つ
ま
い
も
だ
け
と
っ
て
っ
た
︒
Ｈ
：
毎
日
さ
つ
ま
い
も
言
う
た
ら
お
ば
あ
さ
ん
に
怒
り
よ
っ
た
︒
調
：
怒
ら
れ
た
ん
で
す
か
︒
Ｈ
：
そ
ん
な
贅
沢
言
わ
ん
と
き
な
っ
て
︒
さ
つ
ま
い
も
も
食
べ
ら
れ
や
ん
と
な
見
え
る
人
も
お
ん
の
に
︑
毎
日
さ
つ
ま
い
も
言
う
て
そ
ん
な
文
句
言
わ
ん
と
き
な
っ
て
︒
贅
沢
言
う
な
っ
て
︒
Ｉ
：
玉
垣
の
事
ち
ょ
っ
と
言
う
て
も
え
え
で
す
か
︒
玉
垣
は
養
蚕
と
ね
︑
豚
を
よ
う
け
こ
う
と
っ
た
ん
で
す
よ
︒
う
ち
の
家
は
四
ち
ょ
う
作
っ
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と
っ
て
ね
︒
地
主
と
い
う
か
︑
今
で
い
う
た
ら
自
営
開
業
で
す
ね
︒
野
間
と
一
色
と
自
分
︵
の
家
︶
と
何
百
匹
と
こ
う
て
ま
し
た
わ
︒
そ
れ
で
︑野
間
で
豚
殺
し
し
と
っ
た
や
ろ
︒
血
の
海
で
す
わ
︒
川
が
ね
︒
豚
の
え
え
と
こ
ろ
だ
け
取
っ
て
︑
頭
の
所
だ
け
川
へ
流
し
た
︒
置
く
と
こ
ろ
が
な
い
で
︒
調
：
Ｇ
さ
ん
は
田
ん
ぼ
作
っ
て
ま
し
た
か
︒
Ｇ
：
や
っ
て
な
い
︒
調
：
Ｊ
さ
ん
は
小
麦
以
外
に
何
か
作
っ
て
ま
し
た
か
︒
Ｊ
：
米
も
︒
調
：
周
り
の
子
供
達
が
し
て
い
た
遊
び
で
も
い
い
の
で
何
か
遊
び
は
あ
り
ま
し
た
か
︒
Ｈ
：
コ
マ
回
し
︒
し
ょ
う
や
︵
メ
ン
コ
︶
も
︒
Ｆ
：
コ
マ
回
し
な
︑
よ
う
な
︒
竹
馬
も
︒
Ｈ
：
竹
馬
も
や
っ
た
な
︒
Ｊ
：
コ
マ
回
し
Ｈ
：
竹
馬
は
学
校
で
よ
う
は
や
っ
た
︒
戦
争
中
も
ね
︒
調
：
戦
争
ご
っ
こ
と
か
お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ
と
か
は
し
て
ま
し
た
か
︒
Ｆ
：
し
て
た
︒
Ｉ
：
し
て
た
︒
み
ん
な
や
っ
た
︒
Ｈ
：
子
供
の
時
に
よ
う
し
と
っ
た
︒
Ｊ
：
お
米
は
よ
う
と
ら
ん
ね
︒
Ｈ
：
と
れ
ん
の
や
︒
今
み
た
い
に
一
〇
俵
も
と
れ
ん
わ
︒
一
反
に
つ
き
︒
︵
戦
争
中
は
︶
一
反
に
つ
き
五
.六
俵
︒
今
の
半
分
や
︒
三
.四
俵
の
時
も
あ
っ
た
︒
今
は
機
械
が
あ
る
で
よ
う
け
植
え
れ
る
や
ろ
︒
調
：
戦
時
中
は
手
作
業
で
お
米
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
か
︒
Ｆ
︑
Ｈ
︑
Ｉ
︑
Ｊ
：
う
ん
︒
え
ら
か
っ
た
︒
Ｋ
さ
ん
調
：
太
平
洋
戦
争
中
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
か
︒
Ｋ
：
下
箕
田
︵
三
重
県
︶︒
調
：
何
人
家
族
で
し
た
か
︒
Ｋ
：
六
人
︒
調
：
戦
時
中
は
何
を
食
べ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｋ
：
う
ど
ん
︑
そ
う
め
ん
︒
調
：
何
か
作
っ
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｋ
：
小
麦
︒
五
段
く
ら
い
田
ん
ぼ
を
し
て
い
た
︒
調
：
戦
時
中
は
ど
の
よ
う
な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
か
︒
Ｋ
：
ボ
ー
ル
︒
謝
辞
本
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
︑
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
︒
ま
た
︑
戦
時
下
で
実
際
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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に
使
用
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
衣
料
切
符
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
祖
父
と
そ
の
親
戚
の
方
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
最
後
に
︑
今
回
の
卒
業
論
文
作
成
に
あ
た
り
︑
Ｎ
Ｈ
Ｋ
︵
日
本
放
送
協
会
︶
さ
ん
か
ら
取
材
を
受
け
︑
実
際
に
戦
争
を
体
験
し
た
方
が
疎
開
し
て
い
た
場
に
出
向
き
︑
そ
こ
で
太
平
洋
戦
争
中
︑
実
際
に
食
べ
て
い
た
食
べ
物
を
探
し
︑
そ
れ
を
食
べ
る
と
い
う
ロ
ケ
を
行
い
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
そ
の
模
様
が
﹃
＃
あ
ち
こ
ち
の
す
ず
さ
ん
﹄
と
い
う
番
組
名
で
全
国
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
番
組
を
通
し
て
多
く
の
方
々
に
太
平
洋
戦
争
の
暮
ら
し
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
共
に
一
端
で
は
あ
り
ま
す
が
本
研
究
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
ん
︑
番
組
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
方
々
に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
︒
注
︵
1
︶
阪
東
宗
文
﹃
戦
中
・
戦
後
の
暮
し
の
記
録
﹄
暮
し
の
手
帖
社
︑
二
〇
一
八
年
︑
二
九
九
−
三
〇
〇
頁
︒
︵
2
︶
国
立
公
文
書
館
Ｈ
Ｐ
︒﹁
公
文
書
に
み
る
日
本
の
あ
ゆ
み
﹂
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
rch
iv
e
s.g
o
.jp
/
a
y
u
m
i/
k
o
b
e
tsu
/
s13_1938_
03
.h
tm
l︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
〇
年
三
月
二
九
日
︒
︵
3
︶
笹
山
晴
生
・
佐
藤
信
・
五
味
文
彦
・
高
埜
利
彦
﹃
詳
説
日
本
史
﹄
山
川
出
版
社
︑
二
〇
一
四
年
︑
三
五
五
頁
︒
︵
4
︶
国
立
公
文
書
館
Ｈ
Ｐ
︒﹁
公
文
書
に
み
る
日
本
の
あ
ゆ
み
﹂
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
rch
iv
e
s.g
o
.jp
/
a
y
u
m
i/
k
o
b
e
tsu
/s14_1939_
01
.h
tm
l︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
九
日
︒
︵
5
︶
昭
和
館
Ｈ
Ｐ
︒
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
s:/
/
w
w
w
.sh
o
w
a
k
a
n
.g
o
.jp
/
e
v
e
n
ts/
k
ik
a
k
u
te
n
/
p
a
st/
p
a
st2
0
1
1
0
7
2
3
.h
tm
l︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
〇
年
三
月
二
九
日
︒
︵
6
︶
早
乙
女
勝
元
﹃
東
京
空
襲
下
の
生
活
日
録
︱
﹁
銃
後
﹂
が
戦
場
化
し
た
10
か
月
︱
﹄
東
京
新
聞
︑
二
〇
一
三
年
︑
二
一
−
二
二
頁
︒
︵
7
︶
昭
和
館
Ｈ
Ｐ
︒
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
s:/
/
w
w
w
.sh
o
w
a
k
a
n
.g
o
.jp
/
e
v
e
n
ts/
k
ik
a
k
u
te
n
/
p
a
st/
p
a
st2
0
1
1
0
7
2
3
.h
tm
l︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
〇
年
三
月
二
九
日
︒
︵
8
︶
阪
東
宗
文
﹃
戦
中
・
戦
後
の
暮
し
の
記
録
﹄
暮
し
の
手
帖
社
︑
二
〇
一
八
年
︑
一
一
三
頁
︒
︵
9
︶
斎
藤
美
奈
子
﹃
戦
下
の
レ
シ
ピ
太
平
洋
戦
争
下
の
食
を
知
る
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
二
年
︑
八
六
−
八
七
頁
︒
︵
10
︶
宮
崎
昭
﹃
食
卓
を
変
え
た
肉
食
﹄
日
本
経
済
評
論
社
︑
一
九
八
七
年
︑
一
〇
八
頁
︒
︵
11
︶
松
阪
市
Ｈ
Ｐ
︒
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
s:/
/
w
w
w
.city
.m
a
tsu
sa
k
a
.m
ie
.
jp
/
site
/
m
a
tsu
sa
k
a
u
sh
i/
re
k
ish
i.h
tm
l︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
五
日
︒
︵
12
︶
牛
銀
本
店
Ｈ
Ｐ
︒
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
:/
/
w
w
w
.g
y
u
g
in
-h
o
n
te
n
.co
.
jp
/
m
a
in
.h
tm
l︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
五
日
︒
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︵
13
︶
和
田
金
Ｈ
Ｐ
︒
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
:/
/
e
-w
a
d
a
k
in
.co
.jp
/
a
b
o
u
tu
s/︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
五
日
︒
︵
14
︶
斎
藤
美
奈
子
﹃
戦
下
の
レ
シ
ピ
太
平
洋
戦
争
下
の
食
を
知
る
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
二
︑
八
七
頁
︒
︵
15
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｄ
さ
ん
﹂︒
︵
16
︶
同
上
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
17
︶
同
上
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
18
︶
同
上
︑﹁
Ｄ
さ
ん
﹂︒
︵
19
︶
同
上
︑﹁
Ｅ
さ
ん
﹂﹁
Ｉ
さ
ん
﹂︒
︵
20
︶
内
山
昭
一
﹃
昆
虫
食
入
門
﹄
株
式
会
社
泙
凡
社
︑
二
〇
一
二
年
︑
一
五
二
頁
︒
︵
21
︶
田
村
正
人
﹁
日
本
の
食
用
昆
虫
﹂﹃
家
屋
害
虫
﹄︑
第
二
十
五
巻
二
号
︑
二
〇
〇
三
年
︑
一
一
二
頁
︒
︵
22
︶
前
田
・
佐
々
木
・
鎌
田
・
吉
越
﹁
ア
ミ
ノ
酸
の
加
熱
に
よ
る
変
化
︵
第
１
報
︶：
リ
ジ
ン
お
よ
び
ス
レ
オ
ニ
ン
の
加
熱
に
よ
る
変
化
﹂﹃
日
本
食
品
工
業
学
会
誌
﹄︑
第
九
巻
第
七
号
︑
一
九
六
二
年
︑
二
七
九
頁
︒
︵
23
︶
河
野
・
柴
田
﹁
日
本
食
か
ら
み
る
発
酵
食
品
の
多
様
性
と
日
本
人
の
健
康
︱
肥
満
を
中
心
に
﹂﹃
日
本
調
理
科
学
会
誌
﹄︑
第
四
十
三
巻
二
号
︑
二
〇
一
〇
年
︑
一
三
三
頁
︒
︵
24
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
25
︶
同
上
︑﹁
Ｈ
さ
ん
﹂﹁
Ｆ
さ
ん
﹂︒
︵
26
︶
同
上
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
27
︶
斎
藤
美
奈
子
﹃
戦
下
の
レ
シ
ピ
太
平
洋
戦
争
下
の
食
を
知
る
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
二
年
︑
四
七
頁
︒
︵
28
︶
同
上
︑
七
一
−
七
二
頁
︒
︵
29
︶
同
上
︑
一
二
八
−
一
二
九
頁
︒
︵
30
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
31
︶
阪
東
宗
文
﹃
戦
中
・
戦
後
の
暮
し
の
記
録
﹄
暮
し
の
手
帖
社
︑
二
〇
一
八
年
︑
九
二
︑
九
四
頁
︒
︵
32
︶
椙
本
歩
美
﹁
子
が
語
る
父
親
の
戦
争
︱
秋
田
の
農
村
に
お
け
る
記
憶
の
継
承
︱
﹂﹃
国
際
教
養
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
連
携
機
構
研
究
紀
要
﹄︑
第
五
巻
︑
二
〇
一
七
年
︑
五
頁
︒
︵
33
︶
本
論
文
︑
資
料
１
﹁
Ｅ
さ
ん
﹂︒
︵
34
︶
同
上
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
35
︶
同
上
︑﹁
Ｂ
さ
ん
﹂︒
︵
36
︶
阪
東
宗
文
﹃
戦
争
中
の
暮
し
の
記
録
﹄
暮
し
の
手
帖
社
︑
二
〇
一
六
年
︑
一
一
四
頁
︒
︵
37
︶
同
上
︑
一
〇
九
頁
︒
︵
38
︶
同
上
︑
九
四
頁
︒
︵
39
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
40
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｆ
さ
ん
﹂﹁
Ｈ
さ
ん
﹂
﹁
Ｉ
さ
ん
﹂﹁
Ｊ
さ
ん
﹂︒
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
― 99―
︵
41
︶
同
上
︑﹁
Ｂ
さ
ん
﹂︒
︵
42
︶
同
上
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
43
︶
同
上
︑﹁
Ｄ
さ
ん
﹂
︵
44
︶
阪
東
宗
文
﹃
戦
争
中
の
暮
し
の
記
録
﹄
暮
し
の
手
帖
社
︑
二
〇
一
六
年
︑
一
四
六
−
一
四
七
頁
︒
︵
45
︶
榊
原
仁
作
︵
一
九
九
〇
︶﹁
M
Y
B
O
O
K
私
の
読
書
︱
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
﹂
薬
学
図
書
︑
第
三
十
五
号
︑
二
六
七
−
二
六
九
頁
︒
︵
46
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｄ
さ
ん
﹂︒
︵
47
︶
阪
東
宗
文
﹃
戦
中
・
戦
後
の
暮
し
の
記
録
﹄
暮
し
の
手
帖
社
︑
二
〇
一
八
年
︑
一
一
七
頁
︒
︵
48
︶
久
松
潜
一
・
佐
藤
謙
三
﹃
角
川
国
語
辞
典
﹄
株
式
会
社
角
川
書
店
︑
一
九
八
二
年
︑
八
四
七
頁
︒
︵
49
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｅ
さ
ん
﹂︒
︵
50
︶
同
上
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
51
︶
同
上
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
52
︶
同
上
︑﹁
Ｇ
さ
ん
﹂﹁
Ｈ
さ
ん
﹂︒
︵
53
︶
阪
東
宗
文
﹃
戦
中
・
戦
後
の
暮
し
の
記
録
﹄
暮
し
の
手
帖
社
︑
二
〇
一
八
年
︑
一
一
〇
頁
︒
︵
54
︶
吉
沢
久
子
﹃
あ
の
頃
の
こ
と
吉
沢
久
子
︑
27
歳
︒
戦
時
下
の
日
記
﹄
清
流
出
版
︑
二
〇
一
二
年
︑
一
八
九
頁
︒
︵
55
︶
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
︒
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
a
f
.g
o
.jp
/
j/
k
e
ik
a
k
u
/
sy
o
k
u
b
u
n
k
a
/
cu
ltu
re
/
re
k
ish
i.h
tm
l︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
六
日
︒
︵
56
︶
高
橋
昌
紀
︵
二
〇
一
七
︶﹃
デ
ー
タ
で
見
る
太
平
洋
戦
争
﹁
日
本
の
失
敗
﹂
の
真
実
﹄
毎
日
新
聞
出
版
︑
二
〇
一
七
年
︑
七
九
−
八
〇
頁
︒
︵
57
︶
同
上
︑
八
一
頁
︒
︵
58
︶
菅
麻
記
子
・
田
畑
貞
寿
﹁
子
ど
も
の
自
然
遊
び
と
緑
地
に
関
す
る
研
究
﹂﹃
造
園
誌
﹄︑
第
四
巻
五
号
︑
一
九
八
五
年
︑
二
四
〇
頁
︒
︵
59
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｄ
さ
ん
﹂︒
︵
60
︶
埼
玉
県
公
式
Ｈ
Ｐ
︒
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
s:/
/
w
w
w
.p
re
f.sa
ita
m
a
.
lg
.jp
/
a00
0
1
/
n
e
w
s/
p
a
g
e
/20
1
7
/
1
0
1
9
-0
4
.h
tm
l︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
三
日
︒
︵
61
︶
学
研
教
育
出
版
﹃
わ
た
し
た
ち
の
戦
争
体
験
３
遊
び
・
学
校
﹄
学
研
教
育
出
版
︑
二
〇
一
〇
年
︑
四
五
頁
︒
︵
62
︶
同
上
︑
三
二
頁
︒
︵
63
︶
早
川
タ
ダ
ノ
リ
﹃﹁
愛
国
﹂
の
技
法
神
国
日
本
の
愛
の
か
た
ち
﹄
株
式
会
社
青
弓
社
︑
二
〇
一
四
年
︑
九
〇
頁
︒
︵
64
︶
塩
路
晶
子
﹁
太
平
洋
戦
争
期
の
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
幼
稚
園
教
育
に
関
す
る
研
究
﹂
兵
庫
教
大
学
教
育
実
践
学
論
集
︑
十
七
︑
二
〇
一
六
年
︑
一
四
七
頁
︒
︵
65
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
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︵
66
︶
同
上
︑﹁
Ｂ
さ
ん
﹂︒
︵
67
︶
同
上
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
68
︶
同
上
︑﹁
Ｅ
さ
ん
﹂︒
︵
69
︶
一
般
財
団
法
人
日
本
玩
具
文
化
財
Ｈ
Ｐ
︒
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
h
ttp
:/
/
to
y
cu
ltu
re
.o
rg
/お
も
ち
ゃ
と
は
？
/お
も
ち
ゃ
の
歴
史
/︒
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
六
日
︒
︵
70
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
71
︶
椙
本
歩
美
﹁
子
が
語
る
父
親
の
戦
争
︱
秋
田
の
農
村
に
お
け
る
記
憶
の
継
承
︱
﹂
国
際
教
養
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
連
携
機
構
研
究
紀
要
︑︵
5
︶︑
二
〇
一
七
年
︑
五
頁
︒
︵
72
︶
稲
村
光
郎
﹁
昭
和
戦
時
下
の
資
源
回
収
︱
全
体
像
と
そ
の
仕
組
み
︱
﹂﹃
廃
棄
物
学
会
研
究
発
表
講
演
論
文
集
﹄︑
二
〇
〇
七
年
︵
73
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
74
︶
同
上
︑﹁
Ｂ
さ
ん
﹂︒
︵
75
︶
同
上
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
76
︶
同
上
︑﹁
Ｄ
さ
ん
﹂︒
︵
77
︶
同
上
︑﹁
Ｅ
さ
ん
﹂︒
︵
78
︶
竹
内
途
夫
﹃
尋
常
小
学
校
も
の
が
た
り
﹄
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
︑
一
九
九
五
年
︑
二
五
〇
頁
︒
︵
79
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｅ
さ
ん
﹂︒
︵
80
︶
同
上
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
81
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
82
︶
同
上
︑﹁
Ａ
さ
ん
﹂︒
︵
83
︶
同
上
︑﹁
Ｂ
さ
ん
﹂︒
︵
84
︶
本
論
文
︑
資
料
１
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑﹁
Ｃ
さ
ん
﹂︒
︵
85
︶﹁
学
校
再
開
へ
不
安
な
お
﹂
朝
日
新
聞
︑
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
五
日
︒
︵
つ
じ
い
あ
さ
か
・
四
日
市
市
役
所
︶
戦
時
下
に
お
け
る
遊
び
と
食
事
︵
辻
井
︶
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